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岡山孤児院の東京運動

〈
資
料
〉

岡
山
孤
児
院
の
東
京
運
動

　
　
　
　

―

東
京
事
務
所
日
誌
・
明
治
四
十
年
一
月
以
后
十
二
月―

小　

野　

修　

三

解
題
・
凡
例

一
、
本
稿
は
社
会
福
祉
法
人
石
井
記
念
友
愛
社
・
石
井
十
次
資
料
館
の
所
蔵
す
る
資
料
の
一
つ
で
、
表
紙
に
直
に
「
四
十
年
一
月
以
后
十
二
月
」
と
墨
書
さ

れ
、
そ
し
て
そ
の
同
じ
表
紙
の
上
に
「
東
京
事
務
所　

日
誌
」
と
墨
書
さ
れ
た
紙
片
が
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
一
冊
の
冊
子
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
、
そ
の
複
写

物
か
ら
判
読
し
、
同
福
祉
法
人
理
事
長
児
嶋
草
次
郎
氏
の
許
可
を
得
て
、
こ
こ
に
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
そ
の
複
写
物
は
二
〇
〇
三
年
に
当
時
シ
カ
ゴ
大
学
大
学
院
生
の
タ
ン
ヤ
・
マ
ウ
ス
氏
が
、
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
町
所
在
の
石
井
記
念
友
愛
社
・
石
井
十

次
資
料
館
に
て
調
査
さ
れ
た
際
に
、
私
の
た
め
に
複
写
し
て
く
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
親
切
に
こ
の
度
よ
う
や
く
答
え
る
こ
と
が
出
来
た
次
第
で
あ
る
。
な

お
、
原
本
は
同
資
料
館
の
資
料
整
理
に
従
事
し
て
い
る
石
井
十
次
研
究
会
が
付
し
た
整
理
番
号
で
はA

-₂-₈₄ 

と
さ
れ
て
い
る
冊
子
で
あ
る
。

三
、
複
写
物
と
し
て
手
元
に
あ
る
の
は
Ｂ
4
版
で
表
紙
が
一
枚
、
本
文
が
八
四
枚
の
計
八
五
枚
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
一
ペ
ー
ジ
が
一
二
行
の
罫
紙
（
十
二

と
の
商
標
が
印
刷
）
で
あ
り
、
ペ
ー
ジ
数
は
振
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
本
文
に
便
宜
的
に
ペ
ー
ジ
数
を
振
れ
ば
、
全
一
六
八
ペ
ー
ジ
と
い
う
分
量
と
な
る

が
、
最
初
の
Ｂ
4
一
枚
と
最
後
の
Ｂ
4
一
枚
は
共
に
半
分
記
入
が
な
い
の
で
、
そ
の
空
白
部
分
を
除
く
と
二
ペ
ー
ジ
少
な
く
な
り
、
本
文
は
明
治
四
〇
年
の
一

年
間
の
記
事
が
一
六
六
ペ
ー
ジ
に
亘
っ
て
、
毛
筆
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
原
本
が
も
と
も
と
冊
子
だ
っ
た
の
か
、
半
葉
一
二
行
の

罫
紙
を
後
に
袋
綴
じ
に
し
た
も
の
か
は
複
写
物
か
ら
は
判
断
出
来
な
か
っ
た
。
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四
、
本
文
第
一
ペ
ー
ジ
目
の
第
一
行
目
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
は

明
治
四
〇
年
一
月
一
〇
日
（
原
文
の
表
記
は
「
四
拾
年
拾
日
」）
で
あ

り
、
こ
の
日
付
が
本
文
の
記
載
の
如
く
岡
山
孤
児
院
東
京
事
務
所
の

創
立
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
時
期
に
大
阪
で
も
「
新
事
務

所
」
が
発
足
し
て
い
た
。
そ
の
同
じ
く
明
治
四
〇
年
一
月
か
ら
始
ま

る
岡
山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
の
日
誌
は
、
社
会
福
祉
法
人
石
井
記
念

愛
染
園
（
大
阪
市
浪
速
区
日
本
橋
東
所
在
）
が
保
管
し
て
お
り
、「
岡

山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
の
開
設―

日
誌
・
自
明
治
四
〇
年
一
月
至

明
治
四
一
年
一
月
三
月―

」（
上
下
）
と
し
て
小
笠
原
慶
彰
氏
、
松

田
隆
行
氏
お
よ
び
私
小
野
修
三
の
三
名
に
よ
っ
て
既
に
翻
刻
が
な
さ

れ
て
い
る
。（『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
平
成
一
四
年
度
、

人
文
社
会
学
部
、
第
三
五
号
お
よ
び
『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社

会
科
学
』
二
〇
〇
二
年
度
、
第
一
三
号
参
照
）。

五
、
言
わ
ば
岡
山
孤
児
院
の
創
立
二
〇
年
の
記
念
事
業
と
し
て
大
阪
と
東
京
で
同
時
に
開
設
さ
れ
た
両
「
新
事
務
所
」
の
、
明
治
四
〇
年
一
年
間
の
活
動
内

容
の
比
較
は
、
両
事
務
所
の
日
誌
の
翻
刻
が
揃
っ
た
の
で
、
あ
る
程
度
進
展
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
岡
山
孤
児
院
の
大
阪
事
業
の
展
開
に
関
し
て
は
、
永

岡
正
己
氏
の
研
究
「
石
井
十
次
と
大
阪
事
業
の
展
開
」（
同
志
社
大
学
人
文
社
会
研
究
所
編
『
石
井
十
次
の
研
究
』
一
九
九
九
年
、
所
収
）
等
に
よ
っ
て
、
ま

た
わ
れ
わ
れ
の
こ
れ
ま
で
の
翻
刻
「
出
入
橋
と
愛
染
橋
の
明
治
四
二
年
か
ら
明
治
四
四
年―

岡
山
孤
児
院
大
阪
事
務
所
の
日
誌―

」（『
慶
應
義
塾
大
学
日

吉
紀
要
社
会
科
学
』
二
〇
〇
三
年
度
、
第
一
四
号
）
や
「
大
正
期
大
阪
の
社
会
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク―

史
料
・
岡
山
孤
児
院
大
阪
分
院
週
報―

」（『
慶
應

義
塾
大
学
日
吉
紀
要
社
会
科
学
』
二
〇
〇
一
年
度
、
第
一
二
号
）
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
得
る
が
、
し
か
し
東
京
事
務
所
の
事
業
展
開
に
関
し
て
、
本
稿
以
外
の

史
料
と
し
て
は
同
じ
く
石
井
記
念
友
愛
社
・
石
井
十
次
資
料
館
に
明
治
四
一
年
の
日
誌
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
他
は
石
井
個
人
の
日
記
た
る
『
石
井
十
次
日

―�（83）―



岡山孤児院の東京運動

誌
』
が
参
照
出
来
る
程
度
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
調
査
が
待
た
れ
る
。

六
、
今
回
の
東
京
事
務
所
日
誌
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
事
項
の
な
か
で
、
石
井
十
次
が
上
京
し
た
の
は
、
明
治
四
〇
年
六
月
一
六
日
か
ら
二
四
日
ま
で
足
掛

け
九
日
間
の
一
回
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
上
京
は
明
治
四
〇
年
度
の
『
石
井
十
次
日
誌
』
か
ら
も
確
認
出
来
る
が
、
前
年
の
明
治
三
九
年
に
は
『
石
井
十
次
日

誌
』
に
よ
れ
ば
一
年
間
に
二
度
の
上
京
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
九
年
一
一
月
一
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
足
掛
け
一
六
日
間
と
一
二
月
六
日
か
ら

二
一
日
ま
で
の
同
じ
く
足
掛
け
一
六
日
間
の
二
回
で
あ
っ
た
。
こ
の
明
治
三
九
年
中
の
二
度
の
上
京
に
よ
っ
て
、
翌
四
十
年
一
月
の
「
新
事
務
所
」
の
開
設
は

準
備
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
『
石
井
十
次
日
誌
』
編
者
注
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
九
年
一
一
月
現
在
の
本
院
事
務
所
は
「
神
田
錦
町
今
城
館
内
」（『
石

井
十
次
日
誌
（
明
治
三
十
九
年
）』、
昭
和
五
二
年
、
一
六
六
ペ
ー
ジ
）
で
あ
っ
た
。

七
、
東
京
事
務
所
主
任
は
日
誌
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
「
入
江
大
九
郎
」
で
あ
る
が
、
こ
の
日
誌
の
主
た
る
筆
記
者
は
明
治
四
〇
年
二
月
一
七
日
の
箇
所

で
初
め
て
名
前
の
出
る
「
山
本
福
七
」
で
あ
っ
た
。
事
務
所
の
所
在
地
は
、
こ
れ
も
日
誌
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
「
麹
町
区
平
河
町
六
丁
目
廿
八
番
地
」
で

あ
る
が
、
や
が
て
事
務
所
が
「
神
田
区
美
土
代
町
一
ノ
二
二
」
に
移
転
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
四
三
年
八
月
二
五
日
か
ら
『
基
督
教
世
界
』
に
一
週
間
ほ
ど

連
載
さ
れ
た
岡
山
孤
児
院
の
広
告
記
事
等
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

八
、
今
回
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
、
花
園
大
学
文
学
部
助
教
授
松
田
隆
行
氏
の
助
力
を
願
っ
た
。
判
読
に
自
信
の
無
い
個
所
を
一
緒
に

考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
個
所
も
そ
れ
以
外
の
個
所
も
、
ま
た
表
記
の
方
針
に
関
し
て
も
そ
の
責
任
は
す
べ
て
私
小
野
に
あ
る
。

九
、
表
記
の
方
針
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

Ⅰ
．
表
記
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と
し
た
。

　
　

 

Ⅱ
．
当
て
字
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
則
と
し
て
訂
正
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
内
容
の
理
解
に
支
障

を
き
た
す
と
思
わ
れ
る
場
合
の
み
行
間
に
（　

）
で
注
記
し
た
が
、
了
解
困
難
な
個
所
は
（
マ
マ
）
と
ル
ビ
を
振
っ
た
。

　
　

Ⅲ
．
原
文
に
は
句
読
点
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
今
回
補
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
の
で
、
数
箇
所
見
え
る
句
点
は
原
文
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

 

Ⅳ
．
一
日
ご
と
の
記
述
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
も
原
文
の
ま
ま
と
し
た
の
で
、
ス
ペ
ー
ス
無
し
で
次
の
日
の
個
所
に
な
る
場
合
と
、
何
行
か
空
白
を
置
い
て

次
の
日
の
記
述
が
始
ま
る
場
合
と
が
混
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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〈
表
紙
〉

四
十
年
一
月
以
后
十
二
月

東
京
事
務
所

日
誌

〈
本
文
〉

　
　
　
　
　

四
拾
年
拾
日

一
麹
町
区
平
河
町
六
丁
目
廿
八
番
地
に
岡
山
孤
児
院
東
京
事
務
所
を
創
設
す

　

主
任
事
務
員
を
入
江
大
九
郎
氏
と
す

　
　
　
　
　

四
十
年
十
一
日

　

東
郷
力
川
の
両
君
樺
山
家
よ
り
來
り
藤
崎
氏
外
両
三
名
來
り
移
轉
開
設
披

露
兼
開
所
式
を
行
フ

　
　
　
　
　

四
十
年
十
三
日

一
瓦
斯
会
社
に
依
頼
し
て
瓦
斯
の
取
附
を
な
す

　

仝
日
瓦
斯
燈
を
点
じ
て
岡
山
孤
児
院
東
京
事
務
所
な
る
事
を
記
す

―�（81）―

　
　

Ⅴ
．
人
名
に
関
し
て
は
、
一
部
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
伏
せ
字
と
し
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
文
字
分
だ
け
□
で
表
記
し
た
。

　
　

 

Ⅵ
．
地
名
に
関
し
て
は
、
一
部
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
伏
せ
字
と
し
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
文
字
分
だ
け
□
で
表
記
し
、
行
間
に
（
地
名
）
と
注

記
し
た
。

な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
岡
山
孤
児
院
の
大
阪
事
業
展
開

―

地
方
行
政
と
の
協
働
関
係
を
中
心
に―

」（
代
表
小
野
修
三
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
八
月
に

は
私
は
宮
崎
県
児
湯
郡
木
城
町
所
在
の
石
井
記
念
友
愛
社
内
の
大
原
館
に
滞
在
し
、
友
愛
社
の
朝
か
ら
夜
ま
で
の
二
四
時
間
を
初
め
て
体
験
さ
せ
て
頂
い
た
が
、

こ
れ
は
歴
史
研
究
上
大
変
貴
重
な
数
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
滞
在
の
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
ま
た
今
回
の
翻
刻
を
許
可
頂
い
た
理
事
長
児
嶋
草
次
郎
氏
に
も
感
謝

の
気
持
を
お
伝
え
し
た
い
。



岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

四
十
年
十
四
日

一
岡
山
孤
児
院
東
京
事
務
所
の
票
札
を
掲
ぐ

　
　
　
　
　

四
十
年
十
五
日

一 

樺
山
令
夫
人
の
御
來
訪
あ
り
賛
助
員
た
る
の
約
束
を
下
さ
る
仝
時
に
松
方

令
夫
人
に
も
御
承
諾
セ
ら　（れ
脱
カ
）

た
り

　
　
　
　
　

四
十
年
拾
六
日

一 

本
日
は
同
情
者
の
一
人
に
し
て
又
特
志
事
務
員
た
る
本
郷
区
弓
町
一
ノ

二
五
佐
藤
里
き
子
夫
人
來
訪
あ
り
賛
助
員
勸
誘
の
任
を
諾
セ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

四
十
年
廿
一
日

一
弐
百
円
也
集
金
社
よ
り
來
る
夜
に
入
り
て
救
世
軍
の
矢
吹
君
來
訪
す

　
　
　
　
　

四
十
年
廿
三
日

一 

本
日
午
后
七
時
半
の
発
列
車
に
て
入
江
氏
と
山
田
君
と
共
々
岡
山
ニ
帰
る

の
順
備
を
な
し
留
守
は
東
郷
矢
一
君
に
依
頼
す

　
　
　
　
　

四
十
年
二
月
八
日

一 

本
日
午
前
十
一
時
二
十
分
新
橋
着
列
車
に
て
入
江
主
任
帰
京
ス
留
守
中
別

に
記
す
へ
き
事
な
し

　
　
　
　
　

二
月
十
二
日

一
集
金
社
ヨ
り
百
六
拾
円
持
來
す

　

浅
川
氏
よ
り
金
弐
拾
円
の
寄
附
あ
り

　
　
　
　
　

二
月
廿（マ
マ
）三日

一
小
原
小
児
科
医
院
よ
り
通
券
料
四
拾
九
円
を
受
領
す

　
　
　
　
　

二
月
十
四
日

一
土
居
君
横
濱
よ
り
來
る

　
　
　
　
　

二
月
拾
七
日

一
山
本
福
七
氏
東
京
事
務
所
詰
事
務
員
と
し
て
來
任
す

　

樺
山
夫
人
入
江
夫
人
佐
藤
里
き
子
夫
人
の
來
訪
あ
り

　
　
　
　
　

二
月
十
八
日

一
本
日
ヨ
リ
賛
助
金
（
四
十
年
分
）
ノ
集
金
を
初
む

　

本
日
の
集
金
賛
助
金
拾
壱
円
也

　
　
　
　
　

二
月
十
九
日

一
金
弐
拾
五
円
也
賛
助
金
集
金
す

　
　
　
　
　

二
月
廿
日

一
金
拾
八
円
也
賛
助
金
を
集
金
す

一
大
阪
の
御
仁
來
り
て
金
六
円
を
院
に
寄
附
せ
ら
る

　
　
　
　
　

二
月
廿
一
日

一
賛
助
金
集
金
髙
拾
五
円
也

　
　
　
　
　

二
月
廿
二
日

一
賛
助
金
集
金
髙
六
円
也

　
　
　
　
　

二
月
廿
五
日

一
佐
藤
里
き
子
夫
人
及
藤
嵜
君
片
岡
君
ノ
來
訪
ニ
接
す
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一
賛
助
集
金
髙
廿
四
円
也
外
に
拾
銭

一
佐
藤
夫
人
よ
り
賛
助
員
の
申
込
取
次
を
受
く

　
　
　
　
　

二
月
廿
六
日

一
主
任
事
務
員
横
濱
に
行
き
夜
帰
宅
セ
り

一
賛
助
集
金
髙
拾
壱
円
也

　
　
　
　
　

二
月
廿
七
日

一
賛
助
集
金
髙
九
円
也

一
基
本
金
貮
拾
円
也
原
光
子
殿
よ
り
受
領
す

　
　
　
　
　

二
月
廿
八
日

一
賛
助
集
金
髙
拾
円
也

一
基
本
金
貮
拾
円
也
岸
澄
子
殿
よ
り
受
領
す

　
　
　
　
　

三
月
壱
日

一 

芝
区
田
町
三
丁
目
松
井
岳
次
郎
殿
よ
り
青
年
の
教
養
致
し
度
き
様
申
込
あ

り
た
り

一
賛
助
集
金
七
円
也
外
ニ
拾
五
銭

　
　
　
　
　

参
月
貮
日

一
基
本
金
六
拾
円
也　

永
田
町
村
井
吉
兵
ヱ
殿
よ
り
受
領
す

一
臨
時
寄
附
壱
円
也
佐
々
木
芳
子
殿
ヨ
り
受
け

一
賛
助
金
拾
貮
円
也
集
金
す
外
ニ
拾
銭

一
番
町
教
会
ニ
慈
善
会
開
会
順
備
を
な
す

　
　
　
　
　

参
月
参
日

一
本
日
（
日
曜
日
）
に
て
禮
拝
に
列
す

　
　
　
　
　

参
月
四
日

一
賛
助
集
金
髙
拾
貮
円
也

一
　
　
　
　
　

参
月
五
日

一
賛
助
集
金
髙
弐
拾
弐
円
也

一
基
本
金
拾
円
也　

京
橋
三
宅
貞
子
殿
よ
り
領
収
す

一
土
井
伊
藤
君
の
二
氏
横
濱
よ
り
來
り
三
日
間
滞
在
の
見
込
な
り

　
　
　
　
　

参
月
六
日

一
賛
助
集
金
参
拾
参
円
也

一
仝

　
　
　
　
　

参
月
八
日

一
賛
助
集
金
拾
八
円
也

一
入
江
氏
通
券
賣
を
初
む
三
時
間
に
シ
て
八
円
を
賣
る

　
　
　
　
　

参
月
九
日

一
番
町
教
会
に
慈
善
会
開
会
は
十
一
日
十
二
日
と
定
む

一
賛
助
集
金
拾
三
円
也

一
入
江
氏
通
券
拾
円
八
十
銭
を
賣
り
て
帰
る
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岡山孤児院の東京運動

一
臨
時
寄
附
五
十
銭　

新
名
直
和
殿
よ
り
受
領

　
　
　
　
　

参
月
拾
日

一
博
覧
会
出
品
の
備
を
な
す

一
賛
助
金
参
円
也

一
　
　
　
　
　

参
月
拾
一
日

一
番
町
教
会
に
慈
善
活
動
写
眞
会
を
開
会
す

一
賛
助
集
金
拾
五
円
也

一
基
本
金
貮
拾
円
也　

赤
坂
髙
橋
品
子
殿
よ
り
領
収
ス

　
　
　
　
　

参
月
十
二
日

一
第
二
夜
番
町
教
会
に
於
て
慈
善
会
を
開
会
す

一
金
壱
百
円
也　

塩
田
照
子
氏
よ
り
寄
附
あ
り

一
賛
助
集
金
髙
四
円
也

一
基
本
金
壱
円
也　

青
山
内
村
芳
子
殿
よ
り
領
収
す

一
番
町
教
会
慈
善
会
純
収
入
髙
金
〔
記
入
ナ
シ
〕

　
　
　
　
　

参
月
十
三
日

一
賛
助
集
金
拾
八
円
也

一 

青
年
□
□
□
君
□
□
□
□
君
の
両
氏
岡
山
本
部
よ
り
來
着
ス
仝
時
孤
児
帰

国
者
三
名
來
る　

□
□
□
□
及
女
子
ノ
三
名
な
り

一
土
井
君
及
伊
藤
君
急
行
帰
院
す
（
本
部
よ
り
電
報
に
よ
り
）

一
東
京
市
小
石
川
区
関
口
水
道
町
□（地
名
）□□
□
□
□
□
方
□
□
□
□
氏
帰
宅
す

　
　
　
　
　

参
月
十
四
日

一
寄
附
金
三
十
九
銭
七
厘　

美
幸
坂
教
会
日
曜
学
校
生
徒

一
賛
助
集
金
弐
拾
五
円
也

一
基
本
金
六
円
也　

赤
坂
髙
橋
艶
子
殿
よ
り
領
収
す

一
□
□
及
□
□
の
両
人
を
郷
里
に
送
還
す

一 

福
島
縣
大
沼
郡
本
郷
町
字
□（地
名
）□町
□
□
□
□
□
方
□
□
□
□
□
□
□
□
□

氏
帰
国
す

　
　
　
　
　

参
月
十
五
日

一
賛
助
集
金
拾
三
円
也

一 

福
島
縣
西
白
河
郡
社
村
大
字
深
渡
戸
字
□（地
名
）

□
□
□
□
□
□
□
□
男
□
□
□

氏
帰
国
す

　
　
　
　
　

参
月
十
六
日

一
賛
助
集
金
貮
拾
壱
円
也

一
基
本
金
五
円
也　

麻
布
浅
野
春
子
殿
よ
り
収
入

　
　
　
　
　

参
月
十
七
日

一
児
島
乕
次
郎
氏
來
訪
あ
り
博
覧
会
出
品
の
事
を
托
す

　
　
　
　
　

参
月
拾
八
日

一
賛
助
集
金
拾
参
円
也
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一 

番
町
教
会
よ
り
壱
百
七
拾
円
を
受
領
す
但
し
慈
善
会
の
通
券
代
及
寄
附
金

と
す

一
壱
円
也　

臨
時
寄
附
青
木
金
梅
殿
よ
り

　
　
　
　
　

参
月
十
九
日

一
賛
助
集
金
髙
拾
壱
円
也

一
基
本
金
五
円
也　

淀
橋
日
下
清
子
殿
よ
り
受
領
す

　
　
　
　
　

参
月
廿
日

一
入
江
氏
本
日
博
覧
会
の
開
会
式
に
望
む

一
賛
助
金
拾
九
円
也
集
金
す
外
に
六
十
銭

一
五
拾
銭　

市
ヶ
谷
賀（マ
マ
）賀町
山
田
た
き
子
殿
よ
り
寄
附

　
　
　
　
　

参
月
廿
一
日

一
賛
助
集
金
髙
拾
八
円
廿
銭

一
品
川
御
殿
山
西
村
氏
よ
り
三
百
円
の
寄
附
を
受
く
親
父
永
眠
に
就
き

一
　
　
　
　
　

参
月
廿
二
日

一
博
覧
會
出
品
額
縁
を
上
野
公
園
第
壹
号
館
に
掲
グ

一
賛
助
集
金
髙
九
円
也
六
拾
銭
外
に
受
領

一
　
　
　
　
　

参
月
廿
三
日

一
賛
助
集
金
五
円
也

一
　
　
　
　
　

参
月
廿
四
日

一
山
田
與
志
子
姉
來
京
外
部
員
と
な
る

一
　
　
　
　
　

参
月
廿
五
日

一
賛
助
金
集
金
髙
四
円
也

一
本
日
は
三
月
中
の
収
支
決
算
を
な
す
本
部
送
金
す

一
本
日
岡
山
ヨ
リ
□
□
□
□
子
□
□
□
□
子
□
□
□
□
子
氏
等
上
京
す

　
　
　
　
　

参
月
廿
六
日

一
一
同
博
覧
会
見
物
す

　
　
　
　
　

参
月
廿
八
日

一
賛
助
集
金
髙
八
円
也

一
基
本
金
貮
拾
円
也
四
谷
塩
町
一
ノ
廿
三
柳
谷
千
代
子
殿
よ
り
領
収
す

一 
田
中
助
牧
師
及
青
野
牧
師
組
合
派
教
役
者
大
会
出
席
の
為
め
上
京
事
務
所

を
宿
泊
所
に
定
め
ら
る

　
　
　
　
　

参
月
廿
九
日
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岡山孤児院の東京運動

一
賛
助
集
金
髙
拾
弐
円
也

一
伊
豫
今
治
教
会
牧
師
露
無
文
次
氏
來
着
仝
じ
く
事
務
所
に
宿
泊
す

　
　
　
　
　

参
月
三
十
日

一
賛
助
集
金
髙
金
拾
弐
円
也

一
入
江
氏
日
本
聨
合
基
督
信
徒
共
勵
会
ニ
出
席
す

　
　
　
　
　

参
月
三
十
一
日

一
賛
助
集
金
壱
円
也

一
露
無
牧
師
一
度
今
治
に
帰
郷
セ
ら
る

一
寄
附
金
二
円
也
露
無
氏
よ
り
受
領

　
　
　
　
　

四
月
一
日

一
賛
助
金
な
し

一 

□
□
君
□
□
君
を
京
橋
区
南
紺
屋
町
伊
東
製
版
所
ニ
入
れ
午
前
中
を
費
す

（
入
江
氏
）

　

山
本
事
務
員
病
気
欠
勤
す

　
　
　
　
　

四
月
二
日

一
賛
助
集
金
髙
四
円
也

一
基
本
金
拾
円
也
小
石
川
音
羽
台
鳩
山
春
子
殿
よ
り
領
収
す

一
金
田
桑
子
姉
來
訪
す

　
　
　
　
　

四
月
三
日

一
賛
助
集
金
拾
壱
円
也

一
基
本
金
弐
拾
円
也
小
石
川
金
冨
町
濱
尾
作
子
殿
よ
り
領
収
す

一
萬
国
青
年
大
会
本
日
よ
り
神
田
美
土
代
町
青
年
会
館
ニ
開
会
セ
ら
る

　
　
　
　
　

四
月
四
日

一
賛
助
集
金
七
円
也

一
入
江
君
青
年
大
会
に
傍
聴
す

　
　
　
　
　

四
月
五
日

一
賛
助
集
金
九
円
也
外
に
拾
銭
月
掛
分
受
領
す

　
　
　
　
　

四
月
六
日

一
賛
助
集
金
七
円
也

一
基
本
金
弐
拾
円
也　

浅
草
佐
ヱ
門
町
一
中
山
幸
子
殿
よ
り
領
収
す

一
神
戸
よ
り
山
野
氏
（
同
情
者
）
來
訪
宿
泊
せ
ら
る

一
入
江
君
青
年
大
会
に
傍
聴
す

　
　
　
　
　

四
月
七
日

一
日
曜
日
休
務
一
同
教
会
に
禮
拝
す
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四
月
八
日

一
賛
助
集
金
四
円
也

一
橋
本
宇
三
郎
氏
（
賛
助
員
）
よ
り
五
円
の
寄
附
あ
り
入
江
氏
出
張
受
領
す

一
露
無
氏
及
田
中
助
氏
の
両
氏
帰
郷
セ
ら
る

　
　
　
　
　

四
月
九
日

一
賛
助
集
金
髙
七
円
也

一
青
野
氏
帰
郷
セ
ら
る
入
江
氏
午
前
中
青
年
大
会
に
傍
聴
す

　
　
　
　
　

四
月
拾
日

一
賛
助
集
金
四
円
也

一
金
二
円
也
寄
附
を
受
く

一
小
野
氏
帰
神
セ
ら
る

一
本
日
は
一
同
弐
拾
年
紀
念
会
の
案
内
状
を
配
布
に
罹
る

　
　
　
　
　

四
月
拾
一
日

一
雨
天
の
為
め
外
部
運
動
を
中
止
し
内
事
務
に
勤
む

一
　
　
　
　
　

四
月
拾
二
日

一
賛
助
集
金
髙
八
円
也
外
ニ
拾
円
及
弐
円
廿
銭
受
領

一

　
　
　
　
　

四
月
拾
三
日

一 

賛
助
集
金
髙
な
し
但
し
二
十
年
紀
念
会
案
内
状
配
布
の
為
め
集
金
を
中
止

セ
り

一
本
日
小
石
川
区
水
道
町
久
世
佳
隆
殿
よ
り
弐
拾
円
の
寄
附
あ
り
た
り

一
金
弐
拾
円
也
赤
坂
桧
町
山
脇
房
子
様
よ
り
領
収
す

　
　
　
　
　

四
月
拾
四
日

一
本
部
よ
り
來
電
あ
り
山
田
與
志
子
姉
直
ニ
帰
岡
セ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

四
月
拾
五
日

一
賛
助
集
金
拾
一
円
也

一
入
江
氏
華
族
会
館
の
婦
人
会
に
應
援
す

一
山
田
與
志
子
氏
帰
院
セ
ら
る
（
午
后
拾
時
に
て
）

一
麹
町
内
幸
町
髙
木
鎌
子
殿
よ
り
基
本
金
弐
拾
円
也
領
収
す

　
　
　
　
　

四
月
拾
六
日

一
賛
助
集
金
髙
五
円
也

　
　
　
　
　

四
月
拾
七
日

一
賛
助
集
金
四
円
也

一 

基
本
金
弐
拾
円
也
京
橋
山
下
町
横
田
千
之
介
殿
よ
り
領（マ
マ
）領収
セ
り
（
但
し

入
江
氏
出
頭
受
領
す
）
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

四
月
拾
八
日

一 
ブ
ー
ス
大
将
來
京
東
京
座
に
て
歡
迎
会
を
開
く
入
江
氏
傍
聴
す　

拾
銭
月

掛
賛
助
金
集
す

一 

仝
夜
拾
時
新
橋
発
列
車
に
て
入
江
山
本
綱
島
夫
人
の
三
人
に
て
岡
山
に
出

発
す

　

但
し
孤
児
院
二
十
年
紀
念
会
に
出
席
の
為
め
と
す

　
　
　
　
　

四
月
拾
九
日

一
入
江
山
本
綱
島
夫
人
午
后
八
時
無
事
岡
山
に
着
の
來
電
あ
り
留
守
記
す

　

本
日
よ
り
以
後
四
月
三
十
日
迄
は
入
江
氏
帰
京
後
記
録
す

　
　
　
　
　

四
月
廿
日
（
本
部
二
十
年
祝
会
記
）

一 

岡
山
孤
児
院
二
十
年
祝
会
を
岡
山
孤
児
院
公
会
堂
内
に
開
会
す
司
会
者
河

本
乙
三
郎
氏
と
す

　
　
　
　
　

四
月
廿
一
日

一
岡
山
孤
児
院
二
十
年
祝
会
桜
花
見
を
後
樂
園
に
催
さ
る

　
　
　
　
　

四
月
廿
二
日

一 

本
日
よ
り
岡
山
孤
児
院
々
役
者
会
を
開
き
今
後
の
運
動
方
針
を
議
す
（
孤

児
院
公
会
堂
内
）

　
　
　
　
　

四
月
廿
三
日

一
前
日
仝
様
参
謀
会
議
を
開
く
大
に
新
任
事
務
員
の
参
考
す
る
所
あ
り

　
　
　
　
　

四
月
廿
四
日

一
前
日
仝
様
参
謀
会
議
を
開
く
本
日
を
以
て
大
體
の
方
針
を
定
む

　
　
　
　
　

四
月
廿
五
日

一 

本
日
閑
院
宮
妃
殿
下
岡
山
孤
児
院
へ
御
臨
院
あ
り
た
り
仝
時
に
金
五
拾
円

下
賜
セ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

四
月
三
十
日

一
賛
助
金
弐
円
也

一
入
江
氏
岡
山
よ
り
帰
京
す

一
髙
原
事
務
員
本
部
よ
り
來
る

　
　
　
　
　

五
月
壱
日

一 

本
日
の
來
訪
者
、
□
□
□
□
子
、
□
□
□
□
子
、
□
□
□
子
、
菊
地
氏
の

四
氏
と
す

　
　
　
　
　

五
月
二
日

一 
山
本
事
務
員
岡
山
よ
り
帰
京
土
井
夫
妻
及
榊
原
夫
妻
共
々
來
着
本
日
よ
り

大
に
事
務
所
内
大
に
繁
昌
す

一
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五
月
三
日

一
山
本
事
務
員
麹
町
区
隼
町
三
の
牧
野
常
二
郎
氏
方
に
住
所
を
定
む

一
　
　
　
　
　

五
月
四
日

一
土
居
事
務
員
住
所
を
定
め
て
引
移
る

一
賛
助
集
金
弐
円
也

　
　
　
　
　

五
月
五
日

一
日
曜
日　

記
す
べ
き
事
項
な
し

　
　
　
　
　

五
月
六
日

一 

賛
助
集
金
七
円
也
外
ニ
二
円
也
樺
山
氏
よ
り
受
領
青
山
方
面
に
慈
善
会
開

会
準
備
を
成
す

　
　
　
　
　

五
月
七
日

一
記
す
べ
き
事
項
な
し

一
青
山
美
以
教
会
に
於
て
慈
善
会
開
会
に
定
む

　
　
　
　
　

五
月
八
日

一
山
田
治
三
郎
君
本
部
岡
山
よ
り
來
着
セ
ら
る

一
土
井
事
務
員
は
青
山
開
会
の
準
備
廣
告
に
盡
瘁
す

　
　
　
　
　

五
月
九
日

一
賛
助
集
金
参
円
也

一 

本
日
は
一
同
青
山
方
面
に
通
券
を
賣
る
各
戸
抗
撃
し
て
大
に
得
る
處
あ
り

た
り

一
　
　
　
　
　

五
月
拾
日

一
賛
助
集
金
参
円
也

一
本
日
は
山
田
君
土
井
君
入
江
君
の
三
名
通
券
賣
に
と
盡
力
す

一
長
谷
川
芳
子
氏
來
着
孤
児
院
主
婦
た
ら
ん
と
の
由
本
部
と
交
渉
中

一 

本
部
よ
り
來
電
あ
り
平
豊
彦
氏
を
岡
山
慈
善
会
に
聘
セ
ん
と
入
江
氏
大
に

盡
力
セ
ら
る

　
　
　
　
　

五
月
拾
一
日

一
賛
助
集
金
五
円
也

一
本
日
は
一
同
青
山
に
通
券
を
賣
る

　

 

入
江
氏
廿
銭
券
拾
三
枚　

長
谷
川
廿
五
枚　

其
他
五
六
枚
宛
午
后
榊
原
夫

人
拾
五
枚
長
谷
川
氏
二
枚
を
賣
る

　
　
　
　
　

五
月
拾
二
日

一
日
曜
日
榊
原
夫
人
通
券
拾
七
枚
を
賣
る
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

五
月
拾
三
日

一
賛
助
集
金
壱
円
也

一 
本
日
青
山
南
町
五
美
以
教
会
に
慈
善
会
を
開
会
す
入
塲
者
壱
百
五
拾
名
來

会
あ
り

一
慈
善
会
純
収
入
髙
七
拾
四
円
弐
銭
五
厘

　
　
　
　
　

五
月
拾
四
日

一 

本
日
は
慈
善
会
の
第
二
夜
を
開
会
す
入
塲
者
壱
百
名
余
十
時
前
無
事
閉
会

す
一
賛
助
集
金
髙
参
円
也
外
ニ
六
円
八
拾
銭
受
領

　
　
　
　
　

五
月
拾
五
日

一
賛
助
集
金
四
円
也
外
ニ
弐
拾
銭
受
領
拾
銭
受
領

一
　
　
　
　
　

五
月
拾
六
日

一
賛
助
集
金
髙
七
円
也
外
に
弐
円
也
領
収
す

一 

美
幸
坂
開
会
順
備
を
な
す
通
券
賣
上
土
井
夫
人
山
本
夫
人
長
谷
川
芳
子
氏

の
三
名
に
て
八
円
程
を
賣
上
ぐ

一
□
□
□
□
君
□
□
□
□
子
出
発
帰
郷
す

一
　
　
　
　
　

五
月
拾
七
日

一
賛
助
集
金
四
円
也

一
　
　
　
　
　

五
月
拾
八
日

一
賛
助
集
金
六
円
也

一
入
江
氏
美
幸
坂
に
通
券
を
賣
る
壱
円
四
十
銭
収
入

一
　
　
　
　
　

五
月
拾
九
日

一
救
世
軍
矢
吹
氏
の
三
男
永
眠
の
為
め
入
江
氏
葬
義
に
列
す

一
本
日
は
日
曜
日
に
て
休
養
す

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
日

一
拾
五
銭
賛
助
金
領
収
す

一 

入
江
氏
神
田
原
氏
宅
に
行
き
東
北
送
還
児
の
為
め
大
に
談
合
す
孤
児
中
食

を
原
氏
宅
に
て
な
す
事
に
定
む
前
川
君
來
所
セ
ら
る
共
に
東
京
運
動
の
事

を
談
ず

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
一
日

一
臨
時
寄
附
（
東
北
送
還
児
の
為
め
）
新
橋
よ
り
上
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
至

る
迄
の
受
領
拾
円
五
拾
銭

一
賛
助
集
金
弐
円
也

一 

東
北
送
還
児
壱
百
廿
一
名
及
附
添
拾
一
名
午
後
壱
時
十
分
新
橋
に
着
す
一
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同
歡
迎
す
夫
れ
よ
り
一
同
を
神
田
原
氏
の
宅
に
案
内
し
中
食
を
終
り
上
野

博
覧
会
を
見
物
し
て
午
后
九
時
上
野
発
列
車
に
て
東
北
に
向
ふ
本
日
の
附

添
職
員
は
亀
山
校
長
を
始
め
田
中
、
水
田
、
林
、
木
佐
木
、
坂
根
、
赤
木
、

大
野
、
赤
野
、
伊
藤
、
安
藤
、
園
田
、
氏
等
と
す

一 

特
志
を
以
て
児
島
乕
次
郎
氏
前
川
氏
の
両
君
上
野
よ
り
仙
台
迄
附
添
は
れ

た
り

一 

壱
同
の
夕
食
は
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
小
林
商
店
池
の
端
ラ
イ
オ
ン
館
に
て
馳
走

セ
ら
る

一
□
□
□
□
子
氏
來
所
す

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
二
日

一 

本
日
は
美
幸
教
会
に
開
会
す
來
会
者
三
百
名
盛
会
な
り
し
小
崎
令
夫
人
開

会
の
辞
を
述
べ
ら
る

　

午
后
十
時
無
事
閉
会
帰
館
す

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
三
日

一
本
日
開
会
第
二
夜
來
会
者
二
百
名

一 

前
夜
と
仝
じ
く
小
崎
令
夫
人
に
開
会
の
辞
を
願
ふ
大
に
仝
夫
人
の
熱
烈
な

る
御
盡
力
を
得
た
り

　

仝
所
総
収
入
髙
壱
百
弐
拾
円
四
拾
五
銭
也

　

差
引
純
収
入
髙
壱
百
六
円
三
十
九
銭
と
す

一
賛
助
集
金
参
円
也

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
四
日

一
賛
助
集
金
弐
円
也

一
入
江
氏
通
券
配
布
に
係
る
入
江
氏
の
一
家
分
家
す

一 

小
島
乕
次
郎
氏
東
北
よ
り
孤
児
一
名
を
収
容
し
來
る
但
し
本
部
よ
り
誤
名

に
て
東
北
に
還
セ
し
モ
ノ
と
す

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
五
日

一 

亀
山
校
長
及
林
、
田
中
、
赤
木
、
赤
野
、
大
野
、
園
田
、
安
藤
、
木
佐
木
、

（
水
田
）、（
坂
根
）、
氏
東
北
の
任
を
終
り
て
帰
京
事
務
所
に
宿
泊
す

一
賛
助
集
金
弐
円
也

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
六
日

一
水
田
氏
帰
院
す

一
職
員
諸
氏
一
同
博
覧
会
見
物
す
榊
原
山
田
の
両
氏
夫
れ
が
案
内
者
と
な
る

一
入
江
氏
福
音
教
会
に
行
く

　
　
　
　
　

五
月
廿
七
日

一
髙
田
増
平
氏
よ
り
物
品
の
寄
贈
あ
り
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岡山孤児院の東京運動

一
赤
坂
教
会
に
開
会
す
來
会
者
満
塲
大
に
迫
害
あ
り
た
り

一
本
日
亀
山
校
長
及
赤
野
、
大
野
、
三
氏
及
孤
児
二
名
帰
院
す

一
本
日
の
決
算
書
は
亀
山
校
長
に
托
す

一
　
　
　
　
　

五
月
廿
八
日

一
入
江
氏
牛
込
矢
來
町
開
会
の
順
備
を
兼
通
券
を
賣
る

一
赤
坂
教
会
開
会
第
二
夜
髙
野
能
樹
君
前
夜
共
開
会
の
辞
を
述
ベ
ら
る

　

來
会
者
満
塲
本
日
は
巡
査
を
依
頼
セ
し
為
め
静
粛
に
閉
会
セ
り

一
前
川
君
東
北
よ
り
帰
館
す

一
慈
善
会
純
収
入
髙
四
拾
六
円
五
十
銭
也

　
　
　
　
　

五
月
廿
九
日

一 

牛
込
開
会
の
為
め
通
券
を
賣
る
白
銀
町
廿
九
渡
辺
氏
よ
り
参
円
を
寄
附
セ

ら
る

一
本
日
は
一
同
通
券
賣
に
係
る

一
本
日
林
、
赤
城
、
両
君
帰
院
セ
ら
る

一
芝
区
愛
宕
町
下
町
一
ノ
三
林
博
太
郎
殿
よ
り
五
拾
円
を
寄
附
セ
ら
る

　
　
　
　
　

五
月
三
十
日

一
本
日
は
雨
天
の
為
め
一
同
休
務
内
部
整
頓
に
つ
く
す

一
長
谷
川
氏
採
用
六
ケ
シ
と
の
電
報
本
部
よ
り
來
る

一

　
　
　
　
　

五
月
三
十
一
日

一
賛
助
集
金
髙
一
円
拾
五
銭

一 

牛
込
矢
來
町
福
音
教
会
に
開
会
來
会
者
五
拾
名
意
外
の
感
あ
り
た
り
多
分

ミ
ソ
カ
の
故
な
ら
ん
と
思
わ
れ
た
り
明
日
一
日
開
会
の
豫
定
な
り

一
井
上
牧
師
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
る

　
　
　
　
　

六
月
一
日

一 

本
日
は
牛
込
福
音
教
会
開
会
の
第
二
夜
ナ
り
一
同
盡
力
通
券
を
賣
る
來
会

者
壱
百
名
余

一
　
　
　
　
　

六
月
二
日

本
日
入
江
氏
土
居
氏
は
芝
三
田
ニ
開
会
順
備
を
な
す

　
　
　
　
　

六
月
三
日

一 

長
谷
川
芳
子
氏
を
本
部
ニ
送
ル
仝
時
ニ
木
崎
姉
安
藤
姉
本
部
に
帰
る
一
同

見
送
り
を
な
し
た
り

　
　
　
　
　

六
月
四
日
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一 

市
ヶ
谷
近
藤
廉
平
氏
宅
よ
り
物
品
の
寄
送
あ
り
山
本
事
務
員
及
入
江
主
任

と
共
に
出
張
受
領
す

一
賛
助
金
壱
円
也
集
金
弐
拾
銭
月
掛
ノ
分
受
領
す

一
　
　
　
　
　

六
月
五
日

一 

本
日
は
入
江
氏
及
土
井
氏
の
両
人
三
田
開
会
に
就
て
通
券
を
賣
る
山
本
事

務
員
は
賛
助
員
に
係
る
事
務
を
と
る

一
水
曜
日
に
て
綱
島
氏
の
聖
書
研
究
講
義
あ
り

一
　
　
　
　
　

六
月
六
日

一 

飯
久
保
牧
師
開
会
の
辞
の
下
に
活
動
写
眞
会
を
開
会
す
中
々
盛
会
な
り
し

來
会
者
百
四
拾
名
十
時
無
事
閉
会
セ
り

一
賛
助
金
壱
円
也

一
　
　
　
　
　

六
月
七
日

本
日
も
三
田
美
以
教
会
開
会
來
会
者
二
百
名
盛
会
な
り
し
長
谷
川
氏
本
部
よ

り
帰
る
の
電
報
あ
り
た
り

一一
　
　
　
　
　

六
月
八
日

一 

本
日
は
三
田
開
会
を
終
り
一
同
後
始
末
を
な
す
午
後
よ
り
土
井
君
榊
原
君

前
川
君
山
本
の
四
氏
婦
人
共
立
育
児
会
の
慈
善
会
ニ
行
く
後
よ
り
土
居
夫

人
、
山
家
嬢
、
江
本
嬢
、
入
江
氏
及
髙
子
氏
來
り
逢
ふ
共
に
十
一
時
帰
宅

セ
り

一 

慈
善
会
に
消
費
セ
し
金
額
は
拾
三
円
五
十
銭
に
し
て
交
際
費
と
し
て
事
務

所
費
中
ニ
加
ふ

一一
　
　
　
　
　

六
月
九
日

一
本
日
井
口
夫
妻
上
京
す

一一
　
　
　
　
　

六
月
拾
日

一 

入
江
氏
福
永
氏
を
訪
ふ
て
大
森
開
会
を
談
ず
快
托
し
セ
り
矢
野
恒
太
氏
ノ

紹
介
を
得
て
外
に
中
松
盛
雄
氏
の
三
名
を
発
起
者
依
頼
す
る
事
に
な
し
て

帰
宅
セ
ら
る

一
外
の
一
同
は
本
郷
開
会
順
備
を
な
す

一一
　
　
　
　
　

六
月
拾
一
日
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岡山孤児院の東京運動

本
日
は
入
江
氏
大
森
に
出
張
し
開
会
順
備
を
な
す

本
日
は
中
央
会
堂
ニ
開
会
す
來
会
者
者
三
百
名
中
央
会
堂
と
し
て
は
不
入
な

り
し
収
支
決
算
を
大
に
慮
る
處
あ
り
平
岩
牧
師
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
る

一
賛
助
金
弐
円
也
集
金
す

　
　
　
　
　

六
月
拾
二
日

本
日
は
中
央
会
堂
開
会
第
二
夜
來
会
者
三
百
名
あ
り
た
り
拾
一
時
無
事
閉
会

純
収
入
六
拾
円
余

賛
助
金
拾
銭
領
収
す

　
　
　
　
　

六
月
拾
三
日

入
江
氏
松
方
安
子
様
方
よ
り
物
品
受
領
す
山
本
事
務
員
案
内
状
を
以
て
大
森

倶
樂
部
に
行
き
委
托
し
て
返
る

本
日
樺
山
常
子
夫
人
及
高
麗
蔵
氏
來
所
す
慈
善
芝
居
第
一
回
発
起
者
会
を
開

会
セ
し
な
り

入
院
孤
児
□
□
□
□
を
収
容
す

　
　
　
　
　

六
月
拾
四
日

入
江
榊
原
石
原
氏
の
三
氏
大
森
に
行
き
廣
告
を
な
す
他
の
事
務
員
は
本
郷
の

後
始
末
に
盡
力
す

　
　
　
　
　

六
月
拾
五
日

入
江
氏
樺
山
家
に
行
き
種
々
慈
善
芝
居
の
事
を
談
ず
午
后
よ
り
大
森
に
一
同

出
張
し
夕
食
を
矢
野
恒
太
氏
の
厚
意
に
て
給
せ
ら
れ
一
同
愉
快
に
食
し
て
開

会
に
係
る
矢
野
氏
の
開
会
の
辞
あ
り
雨
天
雷
雨
に
も
不
係
來
会
多
数
盛
会
な

り
し
矢
野
恒
太
氏
は
院
長
石
井
氏
と
は
岡
山
に
て
同
窓
の
友
な
り
し
よ
し
矢

野
氏
中
松
氏
福
永
氏
発
起
の
下
に
御
三
名
に
て
剣
舞
及
蓄
音
機
を
御
雇
ひ
あ

り
て
御
寄
附
あ
り
た
り
福
永
氏
は
案
内
状
及
返
り
の
器
械
運
搬
賃
を
寄
附
せ

ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

六
月
拾
六
日

本
日
は
大
森
開
会
第
二
夜
な
り
雨
天
な
り
し
も
盛
会
な
り
し
本
日
は
昼
食
を

福
永
氏
の
宅
に
て
馳
走
せ
ら
れ
夕
食
は
中
松
氏
の
宅
に
一
同
馳
走
を
受
く
本

日
は
中
松
氏
開
会
の
辞
あ
り
來
会
者
二
百
名
収
支
決
算
残
額
壱
百
円
余
あ
り

好
結
果
に
終
り
た
り
是
れ
発
起
者
諸
彦
の
御
盡
力
に
よ
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
深

く
感
謝
す
夜
拾
一
時
す
き
帰
宅
一
同
床
に
臥
す

仝
夜
十
一
時
頃
石
井
院
長
來
所
セ
ら
る
但
し
横
濱
よ
り
本
田
君
も
同
道
セ
ら

れ
た
り
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六
月
十
七
日

本
日
よ
り
石
井
院
長
朝
の
集
り
を
な
す
中
々
適
切
な
り
本
日
賛
助
員
二
名
出

來
た
り
三
田
開
会
決
算
書
出
來
六
拾
円
也
の
純
収
入
を
得
た
り
榊
原
君
大
森

の
後
始
末
を
な
す
前
川
君
山
本
両
氏
中
野
開
会
順
備
に
出
張
す
山
田
君
本
郷

後
始
末
を
な
す

長
谷
川
君
本
朝
よ
り
事
務
所
に
あ
ら
ず

榊
原
君
大
森
集
金
壱
百
八
円
也
持
ち
返
る

賛
助
金
壱
円
也
集
金
す

　
　
　
　
　

六
月
拾
八
日

一
本
朝
院
長
よ
り
一
同
馬
太
傳
五
章
ノ
講
議
を
聞
く

一
本
日
賛
助
員
二
名
出
來
集
金
弐
円
あ
り
た
り

一
小
石
川
原
町
十
一
ノ
仁
科
盛
純
氏
よ
り
物
品
寄
送
あ
り
山
本
事
務
員
出
張

受
領
す

榊
原
君
大
森
よ
り
拾
五
円
を
集
金
し
返
る

山
田
君
本
郷
方
面
山
本
神
田
小
石
川
方
面
ニ
入
江
氏
ハ
京
橋
方
面
前
川
氏
は

中
野
方
面
ニ
向
ふ
て
各
其
分
を
盡
セ
り
夜
七
時
半
よ
り
山
本
事
務
員
樋
口
菊

氏
の
結
婚
式
を
當
事
務
所
に
綱
島
牧
師
司
式
の
下
に
開
く

一
金
田
く
わ
子
氏
來
所
あ
り
共
に
式
に
列
セ
ら
る

　
　
　
　
　

六
月
拾
九
日

本
日
は
松
尾
君
永
眠
の
電
報
あ
り
院
長
横
濱
に
急
行
す
夜
に
入
り
て
帰
京
せ

ら
る

賛
助
員
二
名
申
込
あ
り
た
り

目
下
中
野
及
銀
座
に
開
会
順
備
中
な
り
中
野
は
前
川
君
銀
座
は
入
江
氏
受
持

ち
奔
走
セ
ら
る

本
日
は
雨
天
の
為
め
一
同
潜
勢
力
を
養
ふ

院
長
朝
の
講
話
馬
太
五
章
二
五
、三
二
、
迄

本
日
午
前
九
時
主
任
入
江
氏
の
夫
人
女
子
を
分
娩
セ
ら
る
母
子
共
至
極
健
全

安
子
と
命
名
セ
ら
れ
た
り

賛
助
金
壱
円
也
集
金
す

　
　
　
　
　

六
月
廿
日

院
長
朝
の
講
話
馬
太
傳
五
章
ノ
三
三
ノ
三
九

大
原
氏
新
橋
駅
に
到
着
の
筈
院
長
及
土
居
君
歡
迎
す

午
后
三
時
の
列
車
に
て
院
母
上
京
せ
ら
る
松
尾
君
の
姉
上
も
共
々
上
京
せ
ら

れ
た
り

賛
助
集
金
弐
円
也

寄
贈
物
品
を
二
ヶ
所
に
受
く
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

六
月
廿
一
日

本
日
は
入
江
氏
山
本
の
両
氏
銀
座
会
館
に
出
頭
開
会
の
事
を
英
語
学
校
生
徒

一
同
に
依
頼
す

本
部
よ
り
石
井
院
長
依
頼
の
ブ
ッ
ク
及
画
帖
來
る

前
川
山
田
土
井
山
本
中
野
の
廣
告
運
動
を
な
す

大
庭
猛
氏
來
所
し
直
に
帰
る

　
　
　
　
　

六
月
廿
二
日

院
長
朝
の
集
会
馬
太
傳
五
章
目
に
て
目
を
ツ
グ
な
へ
の
講
義
あ
り
た
り

午
后
院
長
横
濱
に
行
か
る

本
日
大
森
ク
ラ
ブ
開
会
決
算
書
出
來
す
純
収
入
壱
百
壱
円
拾
二
銭
な
り

銀
座
及
四
谷
の
開
会
順
備
あ
り
院
長
上
京
の
為
め
書
簡
及
電
報
續
々
と
し
て

來
る

□
□
□
□
子
氏
東
北
よ
り
來
ら
る

　
　
　
　
　

六
月
廿
三
日

赤
坂
演
伎
座
に
於
て
軍
人
後
援
会
の
慈
善
演
藝
あ
り
入
江
氏
山
田
君
の
両
氏

見
物
す
山
脇
房
子
夫
人
会
頭
の
任
に
あ
ら
れ
た
る
為
め
交
誼
交
換
の
為
め
な

り
と

　
　
　
　
　

六
月
廿
四
日

入
江
氏
銀
座
に
通
券
を
賣
る
三
光
堂
に
て
五
拾
枚
を
賣
る
大
成
効
石
井
院
長

午
后
拾
時
発
列
車
に
て
夫
妻
帰
岡
セ
ら
る
仝
時
に
長
田
菊
子
氏
も
共
に
孤
児

弐
名
を
連
れ
て
帰
岡
セ
ら
る

中
野
町
宝
仙
寺
に
第
一
夜
を
開
会
す
入
塲
者
四
百
八
拾
名
あ
り
盛
会
ナ
リ
シ

　
　
　
　
　

六
月
廿
五
日

本
日
は
吉
澤
氏
よ
り
参
拾
円
入
江
氏
寄
附
を
受
く

中
野
宝
仙
寺
第
二
夜
開
会
入
塲
四
百
名
盛
会
な
り
し

中
野
町
純
収
入
三
拾
円
余
ナ
リ
シ

賛
助
金
四
円
也
集
金
す

　
　
　
　
　

六
月
廿
六
日
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本
日
は
雨
天
の
為
め
外
部
運
動
中
止
シ
六
月
中
の
収
支
決
算
の
順
備
を
な
す

明
日
明
後
日
銀
座
開
会
の
予
定
な
り

入
江
氏
通
券
弐
円
拾
銭
を
賣
る
夜
は
聖
書
研
究
会
を
開
き
綱
島
牧
師
講
話
あ

り上
野
義
太
郎
氏
へ
通
券
代
七
円
三
十
銭
を
戻
送
金
す

　
　
　
　
　

六
月
廿
七
日

本
日
は
銀
座
会
館
に
開
会
設
備
を
な
す
土
井
君
入
江
氏
山
本
出
張
す
七
時
半

ヨ
り
開
会
鵜
飼
牧
師
に
開
会
の
辞
を
述
べ
て
貰
ふ
來
会
二
百
名
雨
天
に
も
不

係
盛
会
を
得
た
り
拾
時
閉
会
セ
り

　
　
　
　
　

六
月
廿
八
日

本
日
も
銀
座
会
館
開
会
第
二
夜
な
り
前
夜
同
様
鵜
飼
牧
師
に
開
会
の
辞
を
述

べ
て
貰
ふ
來
会
者
二
百
名
盛
会
な
り
し
純
収
入
壱
百
七
十
円
廿
七
銭
五
厘
あ

り
た
り

午
前
中
入
江
氏
服
部
時
計
店
に
て
五
拾
券
五
拾
枚
を
賣
る
大
成
効
な
り
し

賛
助
金
壱
円
十
銭
月
掛
ノ
分
集
金
す

寄
附
金
弐
円
也
入
江
氏
扱
無
名
氏
よ
り
受
領

　
　
　
　
　

六
月
廿
九
日

本
日
は
銀
座
開
会
後
始
末
に
係
る
山
本
は
賛
助
員
を
訪
問
し
て
拾
壱
円
拾
五

銭
を
収
金
す

入
江
氏
は
銀
座
会
館
よ
り
三
拾
五
円
六
十
銭
を
受
領
す

賛
助
金
弐
円
也
集
金
す
外
に
月
掛
廿
銭
領
収

　
　
　
　
　

六
月
三
十
日

決
算
書
（
六
月
中
）
本
部
へ
送
る

本
日
は
決
算
に
午
前
を
費
す

本
田
君
來
所
直
に
帰
濱
セ
り

　
　
　
　
　

七
月
一
日

本
日
は
入
江
氏
銀
座
の
集
金
を
終
り
て
決
算
書
を
本
部
に
送
る

山
本
君
本
日
休
務
す
妻
病
気
の
為
め
午
后
銀
座
迄
行
き
一
円
九
拾
銭
通
券
代

を
得
て
帰
る

　
　
　
　
　

七
月
二
日

本
日
は
四
谷
開
会
日
な
れ
共
前
川
君
突
然
本
部
に
帰
る

山
本
事
務
員
妻
病
気
の
為
め
欠
勤
す
夜
に
入
り
て
開
会
の
手
傳
ひ
を
な
す
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岡山孤児院の東京運動

髙
野
牧
師
開
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
た
り
百
五
拾
名
の
來
会
者
あ
り
盛
会
に
て

拾
時
閉
会
帰
宅
す

　
　
　
　
　

七
月
三
日

本
日
も
山
本
事
務
員
欠
勤
す
但
し
妻
病
気
の
為
め
と
す
午
后
出
勤
す
六
月
中

の
事
務
所
決
算
残
髙
九
拾
四
円
三
十
五
銭
一
厘
山
陽
商
業
銀
行
宛
送
金
す

本
日
は
四
谷
福
音
教
会
開
会
第
二
夜
な
り
來
会
者
百
五
拾
名
午
后
十
時
無
事

閉
会
セ
り

本
日
銀
座
開
会
決
算
書
を
京
橋
教
会
及
銀
座
会
館
に
送
る

　
　
　
　
　

七
月
四
日

本
日
午
后
一
時
よ
り
榊
原
夫
人
樺
山
夫
人
松
方
夫
人
及
髙
麗
蔵
の
四
氏
來
所

あ
り
慈
善
芝
居
第
二
回
発
起
者
会
を
開
会
す
松
方
夫
人
よ
り
立
食
の
饗
應
あ

り
た
り
四
時
頃
一
同
退
出
セ
ら
れ
た
り

本
日
山
本
事
務
員
病
気
欠
勤
す
但
シ
は
げ
し
き
頭
痛
の
為
め

　
　
　
　
　

七
月
五
日

本
日
は
四
谷
の
後
始
末
に
出
張
す
土
居
君
は
通
券
代
受
領
の
為
め
山
本
榊
原

君
は
器
械
の
整
頓
に
山
田
君
は
赤
坂
方
面
に
入
江
氏
は
銀
座
に
向
ふ
午
后
一

同
休
務
す

大
森
入
新
井
村
矢
野
恒
太
殿
取
次
神
田
元
黒
門
町
二
十
奥
田
ツ
カ
殿
よ
り
拾

円
也
寄
附
あ
り
た
り

　
　
　
　
　

七
月
六
日

本
日
は
入
江
氏
博
覧
会
褒
状
受
與
式
に
臨
ま
れ
た
り
岡
山
孤
児
院
は
銀
牌
受

領
セ
り
と
云
ふ
大
賀
大
賀

孤
児
引
受
方
依
頼
シ
來
り
し
者
あ
り
但
シ
神
田
原
氏
紹
介

山
本
事
務
員
は
京
橋
教
会
及
二
三
賛
助
員
方
に
集
金
シ
て
一
文
も
集
金
出
來

ず
む
な
し
く
帰
る

榊
原
君
小
石
川
に
集
金
す

土
居
君
吉
沢
に
ラ
イ
ム
オ
求
む

　
　
　
　
　

七
月
七
日

本
日
は
日
曜
日
一
同
休
務
す
（
雨
天
）

入
江
氏
午
后
よ
り
日
本
橋
開
会
に
つ
と
む
來
る
十
八
日
十
九
日
開
会
豫
定
な

り
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賛
助
員
藤
嵜
氏
來
訪
セ
ら
る

　
　
　
　
　

七
月
八
日

本
日
は
雨
天
入
江
氏
日
本
橋
開
会
順
備
に
出
張
す
日
本
橋
教
会
開
会
七
月

十
八
日
十
九
日
と
確
定
す

本
日
廣
告
を
書
く

　
　
　
　
　

七
月
九
日

本
日
は
火
曜
日
（
雨
天
）
内
部
の
整
理
日
本
橋
教
会
開
会
順
備
土
居
君
賛
助

員
一
名
募
集
す

渡
辺
英
太
郎
君
米
国
よ
り
帰
朝
当
事
務
所
に
立
寄
ら
る

　
　
　
　
　

七
月
拾
日

三
宅
君
大
阪
よ
り
來
京
す

本
日
は
水
曜
日
（
雨
天
）
入
江
氏
日
本
橋
に
通
券
を
賣
る
山
田
君
横
濱
に
夜

聖
書
研
究

　
　
　
　
　

七
月
拾
一
日

本
日
木
曜
日
（
雨
天
）
本
日
午
後
よ
り
日
本
橋
賛
助
員
へ
通
券
を
配
布
に
係

る山
田
君
横
濱
よ
り
帰
る

　
　
　
　
　

七
月
十
二
日

本
日
は
金
曜
日
（
晴
天
）
榊
原
山
本
日
本
橋
の
賛
助
員
に
通
券
を
配
布
に
係

る入
江
氏
に
特
別
運
動
に
土
居
君
王
子
に
出
張
十
五
日
十
六
日
開
会
と
定
め
て

帰
る

夜
廣
告
を
書
く
（
王
子
に
係
す
る
）

一
同
番
町
教
会
祈
禱
会
に
行
き
十
時
帰
宅
セ
り

賛
助
金
七
円
也
築
地
二
十
古
河
方
よ
り
受
領
セ
り

　
　
　
　
　

七
月
十
三
日

本
日
土
曜
日
（
雨
天
）

賛
助
金
壱
円
四
拾
銭
山
本
事
務
員
集
金

本
夕
七
時
よ
り
市
ヶ
谷
田
町
近
藤
邸
内
に
活
動
写
眞
会
を
開
会
す
寄
附
金
拾

円
を
仝
家
よ
り
受
領
す

榊
原
君
王
子
に
向
ふ

入
江
氏
日
本
橋
に
通
券
賣
に
出
張
す

夕
食
は
近
藤
家
に
て
入
江
氏
土
居
氏
永
岡
君
山
本
の
四
氏
に
て
馳
走
に
な
り

た
り
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

七
月
十
四
日

本
日
雨
天
（
日
曜
日
）

土
居
君
榊
原
君
朝
よ
り
王
子
に
出
張
す
モ
他
一
同
教
会
に
行
く
山
本
菊
氏
受

洗
す

入
江
氏
日
本
橋
教
会
に
夜
に
入
り
て
王
子
に
應
援
す
榊
原
山
田
土
居
永
岡
山

本
五
名
王
子
廣
告
運
動
に
係
る

　
　
　
　
　

七
月
十
五
日

本
日
は
府
下
王
子
村
に
開
会
す
る
為
め
東
京
よ
り
八
氏
出
張
セ
り
來
会
者
意

外
の
少
数
に
て
四
十
有
余
名
に
不（マ
マ
）

す
ぎ
午
后
十
時
閉
会
一
同
帰
京
す
根
本
氏

尤
も
奔
走
セ
ら
れ
た
れ
共
其
甲
斐
少
か
り
し
は
遺
憾
な
り
し
と
は
根
本
氏
の

言
な
り
し
当
日
王
子
村
村
西
捨
吉
氏
よ
り
金
貮
円
を
寄
附
セ
ら
れ
た
り

入
江
主
任
日
本
橋
運
動
兼
午
後
よ
り
王
子
に
應
援
セ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

七
月
十
六
日

本
日
は
王
子
村
第
二
夜
開
会
日
火
曜
日

入
塲
者
壱
百
五
十
名

午
后
十
時
三
十
分
一
同
王
子
発
帰
宅
セ
り

本
日
の
寄
附
者
小
寺
小
林
山
本
堀
江
氏
等
と
す

入
江
氏
日
本
橋
尋
常
小
学
校
に
通
券
を
托
す

　
　
　
　
　

七
月
十
七
日

本
日
水
曜
日
土
居
榊
原
山
本
の
三
氏
王
子
村
に
後
始
末
に
出
張
午
後
七
時
帰

宅
セ
り

　
　
　
　
　

七
月
十
八
日

本
日
木
曜
日
本
日
日
本
橋
本
銀
町
壱
丁
目
十
九
日
本
橋
教
会
ニ
開
会
す
る
為

め
朝
來
よ
り
順
備
に
罹
る

來
会
者
四
百
名
学
生
九
分
を
領
す

　
　
　
　
　

七
月
十
九
日

本
日
（
金
曜
日
）
日
本
橋
教
会
開
会
第
二
夜
來
会
者
二
百
名
学
生
は
十
五
銭

宛
に
て
入
塲
を
許
シ
た
り

榊
原
君
王
子
に
出
張
す
壱
円
七
十
銭
を
集
金
す

　
　
　
　
　

七
月
廿
日

日
本
橋
開
会
後
始
末
に
罹
る
入
江
氏
午
后
十
一
時
の
列
車
に
て
岡
山
に
行
く

安
藤
氏
よ
り
物
品
の
寄
附
あ
り
た
り

集
金
弐
円
五
十
銭　

日
本
橋
の
特
別
寄
附
ト
シ
テ
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七
月
廿
一
日

日
曜
日
一
同
休
務

　
　
　
　
　

七
月
廿
二
日

月
曜
日
本
日
土
居
君
横
濱
に
開
会
塲
所
定
め
に
と
出
張
す
山
本
日
本
橋
後
始

末
に
係
る

山
田
治
三
郎
君
榊
原
栄
君
各
々
任
地
に
出
発
す
土
居
君
午
後
十
一
時
頃
帰
京

せ
ら
る

主
婦
杉
浦
姉
來
所
せ
ら
る
本
部
よ
り
も
通
信
な
く
当
方
よ
り
も
別
に
通
信
な

し入
江
氏
宛
は
が
き
一
葉
差
出

本
日
集
金
貮
円
五
拾
銭
特
別
寄
附
と
し
て
入
金
物
品
寄
附
二
件

　
　
　
　
　

七
月
廿
三
日

永
岡
君
日
本
橋
本
船
町
本
田
氏
宅
に
勤
務
す
る
事
に
な
る

山
本
日
本
橋
に
行
き
賛
助
金
八
拾
銭
及
寄
附
金
五
拾
銭
を
受
く

大
島
君
來
所
す
北
海
行
途
中
な
り

別
に
記
す
べ
き
事
項
な
し

　
　
　
　
　

七
月
廿
四
日

本
日
水
曜
日
曇
天
冷
気
あ
り

大
島
君
今
朝
出
発
す

松
浦
姉
も
本
日
出
発
セ
ら
る

　
　
　
　
　

七
月
廿
五
日

本
日
渡
辺
英
太
郎
君
岡
山
に
向
ケ
出
発
セ
ら
る
当
事
務
所
に
滞
在
す
る
事
拾

七
日
間
と
す

　
　
　
　
　

七
月
廿
六
日

山
本
青
山
ニ
行
き
賛
助
金
弐
円
三
十
五
銭
を
集
金
す

　
　
　
　
　

七
月
廿
七
日

入
江
氏
岡
山
よ
り
帰
京
セ
ら
る
北
海
出
発
順
備
に
忙
し

本
日
は
決
算
書
を
造
る
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

七
月
廿
八
日

本
日
日
曜
日
諸
員
休
務
ス

宮
井
君
大
塚
君
來
所
セ
ら
る
宮
井
氏
は
三
十
日
を
以
て
北
海
道
地
方
に
向
か

は
る
ゝ
由
大
塚
氏
は
東
京
事
務
所
詰
と
し
て
來
任
セ
ら
れ
た
り

山
本
事
務
員
隼
町
を
引
上
げ
當
事
務
所
に
引
移
り
留
守
番
と
な
る

　
　
　
　
　

七
月
廿
九
日

本
日
は
月
曜
日
賛
助
金
壱
円
収
入

石
井
院
長
よ
り
山
本
宛
書
面
來
る　

西
郷
隆
盛
傳
と
吉
田
松
陰
傳
の
注
文
ア

リ
　
　
　
　
　

七
月
三
十
日

本
日
火
曜
日
晴
天　

賛
助
金
六
円
収
入
寄
附
金
壱
円

入
江
土
居
二
君
北
海
道
に
出
発
す

大
塚
氏
日
本
橋
に
山
本
事
務
員
は
芝
に
向
ふ
て
各
夕
刻
帰
所
セ
り

午
后
七
時
入
江
氏
土
居
氏
上
野
駅
を
発
す

本
部
よ
り
電
報
あ
り
器
械
は
東
京
の
分
を
と
ら
る
ゝ
事
と
な
り
た
り

本
日
院
長
宛
吉
田
松
陰
傳
送
る

な
さ
け
の
庭
写
眞
三
葉
本
部
へ
送
る

本
日
月
の
決
算
書
本
部
宛
送
る

　
　
　
　
　

七
月
三
十
一
日

本
日
水
曜
日
晴
天
山
本
事
務
員
病
気
欠
勤
セ
り
宮
井
氏
の
依
頼
に
よ
り
北
海

道
長
官
河
嶋
閣
下
へ
の
添
書
を
得
る
為
め
大
塚
氏
京
橋
国
民
新
報
社
に
至
り

徳
富
先
生
よ
り
其
添
書
を
受
け
直
に
宮
井
氏
に
発
送
セ
り
宮
井
氏
宿
所
北
海

道
札
幌
区
南
一
條
西
四
丁
目
石
田
氏
方
ト
ノ
報
告
あ
り
た
り

安
富
重
之
進
殿
へ
女
中
の
件
断
る

　
　
　
　

八
月
壱
日

賛
助
金
参
円
七
十
銭
集
金
す
山
本
午
后
髙
輪
台
町
髙
輪
教
会
に
慈
善
会
開
会

の
為
め
同
教
会
を
借
る
為
め
に
交
渉
を
と
り

髙
輪
教
会
五
六
両
日
開
会
に
定
む

　
　
　
　
　

八
月
二
日

本
日
芝
二
本
榎
二
ノ
十
九
髙
輪
教
会
に
行
き
夫
れ
よ
り
大
塚
氏
は
明
治
学
院

に
山
本
は
各
賛
助
員
を
訪
ふ
て
通
券
を
托
し
た
り
午
后
七
時
各
帰
所
す

大
塚
氏
夜
は
賛
助
員
勸
誘
に
行
カ
る

本
日
箱
館
大
島
君
よ
り
電
報
あ
り
一
一
ヒ
カ
イ
カ
イ
ホ
ー
ザ
ン
イ
ル
コ
イ

大
塚
氏
夫
人
会
々
長
に
面
シ
て
十
銭
券
百
枚
弐
十
銭
五
十
枚
五
十
銭
五
拾
枚
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を
托
し
て
帰
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

八
月
三
日

本
日
は
土
曜
日
早
朝
降
雨
あ
り
直
に
止
む

大
塚
山
本
共
々
芝
二
本
榎
に
向
ひ
通
券
配
布
に
つ
と
む
為
め
に
終
日
を
費
し

午
后
七
時
帰
所
す
夜
松
本
（
出
身
者
）
氏
來
訪
幸
に
慈
善
会
の
手
傳
を
依
頼

す夜
半
入
江
氏
よ
り
電
報
あ
り

小
樽
市
花
園
町
遊
園
館
に
止
宿
を
報
ず

　
　
　
　
　

八
月
四
日

本
日
の
日
曜
日
は
大
塚
氏
と
共
に
髙
輪
教
会
に
列
し
大
塚
牧
師
よ
り
鷹
山
先

生
の
話
し
を
聞
く
終
り
て
大
塚
氏
よ
り
慈
善
会
の
教
会
員
諸
氏
に
依
頼
し
て

散
会
と
な
り
た
り
仝
時
に
仝
教
会
よ
り
大
塚
牧
師
へ
車
代
と
し
て
差
上
げ
し

金
品
を
直
に
仝
氏
よ
り
孤
児
院
に
寄
附
セ
ら
れ
た
り

廣
告
を
各
所
に
帖
し
て
午
后
五
時
頃
引
上
げ
た
り

　
　
　
　
　

八
月
五
日

本
日
は
開
会
第
一
日
な
り
本
日
は
会
塲
設
備
に
係
る
午
後
七
時
半
よ
り
開
会

來
會
者
二
百
名
に
て
盛
会
な
り
し

髙
輪
教
会
幹
事
山
下
岩
太
郎
氏
尤
も
盡
力
し
（
マ
マ
）セ
ら
た
り

当
日
は
土
居
夫
人
有
松
氏
松
本
氏
の
手
傳
を
得
て
開
会
セ
り
十
時
前
閉
会
セ

り
本
日
現
金
収
入
六
円
三
十
銭

　
　
　
　
　

八
月
六
日

本
日
第
一
夜
開
会
入
塲
者
壱
百
名
余
現
金
収
入
拾
円
五
銭
午
前
中
に
第
一
軍

楽
隊
來
着
一
行
十
四
名

賛
助
員
一
名
申
込

山
田
君
横
濱
よ
り
來
京

拾
時
閉
会
帰
宅
夜
一
時
床
に
就
く
一
同
大
に
労
す

　
　
　
　
　

八
月
七
日

本
日
は
会
塲
後
始
末
に
行
く
大
塚
氏
二
三
賛
助
員
訪
問
セ
ら
れ
午
后
帰
所
セ

ら
れ
た
り

楽
隊
一
行
午
后
七
時
三
十
分
発
列
車
に
て
北
海
に
向
ふ
一
行
の
健
康
を
祈
る

と
共
に
成
功
を
祈
る

日
本
橋
常
盤
小
学
校
生
徒
よ
り
壱
円
三
十
銭
寄
附
を
受
く
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

八
月
八
日

本
日
は
大
塚
氏
下
痢
症
に
罹
り
休
務
山
本
も
午
后
よ
り
大
に
不
快
な
り
一
同

休
務
す

　
　
　
　
　

八
月
九
日

本
日
は
午
前
中
よ
り
髙
輪
に
行
く
通
券
配
布
セ
し
内
を
各
戸
に
訪
問
し
て
賛

助
金
壱
円
寄
附
金
壱
円
通
券
代
ト
シ
テ
拾
四
円
三
十
銭
収
入
ス
午
后
大
塚
氏

は
浅
草
に
山
本
は
事
務
所
に
帰
り
内
事
務
を
取
る

入
江
氏
よ
り
電
報
あ
り
ビ
ワ
シ
タ
チ
バ
ナ
タ
ノ
ム
ヘ
ン

　
　
　
　
　

八
月
十
日

本
日
大
塚
氏
と
両
人
に
て
髙
輪
に
向
ふ
集
金
髙
八
円
九
十
銭
午
后
一
時
帰
所

す本
日
本
部
へ
通
信
す

　
　
　
　
　

八
月
拾
一
日

本
日
は
日
曜
日
に
て
休
務
す
山
本
大
塚
の
両
人
富
士
見
町
教
会
に
列
す

本
日
入
江
氏
へ
返
電
す
「
タ
チ
マ
ナ
ヱ
ン
ロ
ユ
ケ
ヌ
」

夜
半
北
海
函
館
大
島
君
よ
り
電
報
ア
リ
（
カ
ツ
ド
ウ
レ
ン
ス
フ
ン
ジ
ツ
シ
タ

吉
沢
ヨ
リ
買
入
ス
グ
モ
ツ
テ
コ
イ
）

　
　
　
　
　

八
月
十
二
日

大
塚
氏
活
動
レ
ン
ズ
持
参
に
て
北
海
に
出
張
す

山
本
事
務
員
髙
輪
に
行
き
井
深
令
夫
人
を
問
ふ
午
后
は
神
田
方
面
に
行
き
二

円
廿
銭
集
金
す

本
部
に
大
塚
氏
北
海
出
張
を
報
じ
合
せ
て
慈
善
会
収
入
を
報
告
す

　
　
　
　
　

八
月
十
三
日

大
塚
氏
（
宇
都
宮
）
よ
り
通
報
あ
り
上
野
（
七
時
三
十
分
）
発
宇
都
宮
（
十

時
廿
分
）
発
北
海
道
に
向
ふ
由
本
日
夕
方
青
森
着
と
オ
ボ
ヱ
タ
リ

賛
助
員
訪
問
や
う
や
く
三
十
銭
を
収
金
す

外
ニ
二
三
不
在
の
為
め
或
は
轉
宅
為
め
不
能
逢
し
て
帰
る

本
日
は
小
石
川
柳
町
二
二
井
原
メ
リ
ヤ
ス
店
内
ニ
花
房
姉
を
訪
問
し
て
賛
助

員
勸
誘
を
依
頼
す

　
　
　
　
　

十
四
日

水
曜
日
晴
天
本
日
は
本
郷
の
賛
助
員
訪
問
を
な
す

本
日
は
賛
助
金
四
円
廿
銭
を
集
し
慈
善
袋
五
枚
を
預
け
て
返
り
た
り

午
后
は
入
江
大
九
郎
氏
宛
孤
児
院
写
眞
大
小
各
拾
枚
宛
小
包
便
に
て
送
発
す

　
　
　
　
　

拾
五
日
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木
曜
日
本
日
は
雨
天
の
為
め
外
出
セ
す
帳
簿
の
整
理
を
な
す
宮
井
君
轉
宿
の

報
あ
り
（
札
幌
区
内
石
田
商
店
内
）
戸
川
賛
助
課
長
宛
端
書
を
送
ル
但
し
新

賛
員
の
住
所
を
尋
ぬ
る
為
め
な
り

午
前
中
入
江
大
九
郎
氏
の
用
務
に
て
芝
区
巴
町
東
京
区
裁
判
所
に
行
き
十
一

時
半
帰
館
セ
り

　
　
　
　
　

拾
六
日

本
日
賛
助
集
金
弐
円
廿
五
銭
山
本
小
石
川
赤
坂
本
郷
に
向
ふ
て
運
動
す
七
尾

春
子
堀
民
子
氏
へ
慈
善
袋
を
依
頼
す

大
学
青
山
内
科
看
護
婦
森
田
と
志
子
氏
及
田
村
ま
さ
子
氏
の
両
氏
へ
慈
善
袋

を
托
し
て
帰
る

　
　
　
　
　

拾
七
日

本
日
土
曜
賛
助
集
金
六
拾
銭

市
ヶ
谷
救
世
軍
士
官
学
校
内
大
平
政
吉
氏
賛
助
員
に
御
加
入
あ
り
本
月
分
収

入
す

伊
集
院
殿
及
本
田
嘉
左
ヱ
門
殿
二
氏
よ
り
物
品
の
寄
附
あ
り
山
本
受
取
り
に

出
張
し
て
貰
受
け
帰
る

入
江
氏
よ
り
手
紙
あ
り
東
京
事
務
所
の
留
守
を
心
配
し
來
る

　
　
　
　
　

拾
八
日

日
曜
日
本
日
大
塚
泉
弥
氏
北
海
道
よ
り
帰
京
セ
ら
る
是
れ
よ
り
萬
事
進
捗
す

る
な
ら
ん

休
務
す

　
　
　
　
　

拾
九
日

本
日
月
曜
日
晴
天
炎
暑
な
り

大
塚
氏
髙
輪
に
向
ふ

山
本
本
郷
よ
り
小
石
川
に
向
ひ
新
賛
助
員
一
名
及
他
に
壱
円
也
収
金
す
午
后

五
時
半
帰
宅

大
塚
氏
髙
輪
よ
り
七
円
五
拾
銭
を
集
金
す

本
日
寄
贈
品
中
不
用
の
品
を
賣
却
す
其
代
金
参
円
弐
拾
銭
也
入
金
す

本
部
よ
り
年
繰
用
紙
來
る
端
書
に
て
佐
久
間
君
へ
返
事
す

榊
原
氏
よ
り
三
銭
切
手
及
二
銭
切
手
一
銭
切
手
取
ま
ぜ
壱
円
七
十
銭
を
買
入

ル
　
　
　
　
　

廿
日

火
曜
日
晴
天
温
度
華
氏
九
拾
弐
度

山
本
は
午
後
よ
り
神
田
及
青
山
方
面
に
出
張
賛
助
員
勸
誘
に
つ
と
め
た
れ
共
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岡山孤児院の東京運動

得
る
處
な
か
り
し

大
塚
氏
は
仝
じ
く
午
后
よ
り
京
橋
及
日
本
橋
に
向
ふ
て
七
時
頃
帰
宅
セ
ら
れ

た
り

　
　
　
　
　

廿
一
日

水
曜
日
晴
天
而
か
し
少
し
く
冷
気
あ
り

大
塚
氏
は
本
郷
及
向
島
方
面
山
本
は
小
石
川
に
向
ふ
て
賛
助
金
九
拾
銭
を
収

金
す
外
に
弐
ヶ
所
新
賛
員
を
訪
ふ
て
午
后
六
時
帰
宅
セ
り

本
部
よ
り
通
信
來
ら
ず
当
方
又
通
信
セ
ず

　
　
　
　
　

廿
二
日

木
曜
日
大
塚
氏
は
本
郷
及
向
島
方
面
に
向
は
る
山
本
は
小
石
川
髙
田
に
向
ひ

午
後
五
時
帰
宅
す
別
に
記
す
べ
き
な
し

夜
大
塚
氏
と
共
々
四
谷
福
音
教
会
に
髙
野
牧
師
を
問
ふ

　
　
　
　
　

廿
三
日

金
曜
日
本
部
ヨ
り
通
信
あ
り
前
川
君
及
上
森
君
辞
職
を
報
ず

風
雨
の
為
め
休
務
す

　
　
　
　
　

廿
四
日

土
曜
日
雨
天
暴
風
雨
の
模
様
あ
り
外
出
出
來
ず
一
同
引
籠
る

土
居
事
務
員
よ
り
通
知
あ
り
（
ラ
イ
ム
）
弐
罐
吉
沢
よ
り
買
入
レ
北
海
道
旭

川
笹
岡
旅
館
宛
発
送
す
仝
時
に
千
人
写
し
孤
児
院
写
眞
大
壱
枚
是
は
北
海
道

岩
内
の
島
野
秀
吉
氏
宛
送
附
セ
り

先
般
大
塚
氏
北
海
道
に
出
張
の
際
レ
ン
ズ
ト
共
に
仕
入
た
る
焼
筒
弐
個
本
日

序
を
以
て
吉
沢
に
返
納
す
後
日
の
為
め
記
す

昨
午
后
壱
時
頃
賛
助
員
岩
井
早
子
氏
永
眠
セ
ら
れ
た
り
謹
て
葬
送
セ
ん
と
協

議
セ
り

　
　
　
　
　

廿
五
日

本
日
日
曜
日
休
務
前
日
來
引
續
き
降
雨
あ
り
外
出
困
難
な
り
本
日
北
海
道
土

井
氏
及
入
江
氏
よ
り
は
が
き
來
り
曰
く
黒
田
清
輝
氏
揮
毫
の
画
は
が
き
を
送

れ
と
曰
く
小
型
写
眞
器
送
れ
と
共
に
荷
造
り
を
な
し
て
発
送
し
仝
時
に
は
が

き
を
以
て
其
由
を
各
泊
に
通
知
セ
り
本
部
よ
り
通
信
な
し

宮
井
事
務
員
よ
り
通
信
あ
り
北
海
道
の
開
会
地
及
日
割
を
報
じ
來
る
即
ち
左

に八
月
十
一
日
十
二
日
十
三
日
（
函
館
）
八
月
十
五
日
十
六
日
（
岩
内
）
八
月

十
九
日
廿
日
（
小
樽
市
）
八
月
廿
三
日
四
日
（
栗
山
）
八
月
廿
五
日
廿
六
日

（
角
田
）
九
月
一
日
二
日
三
日
（
旭
川
）
九
月
五
日
六
日
（
岩
見
沢
）
九
月

十
二
日
十
三
日
十
四
（
札
幌
）
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右
岩
見
沢
は
予
定
に
て
他
は
確
定
之
由
報
じ
來
る

　
　
　
　
　

廿
六
日

本
日
は
月
曜
日
午
前
中
暴
雨
の
為
め
外
出
セ
ず

午
后
山
本
牛
込
市
ヶ
谷
に
向
ふ
仲
町
九
條
家
内
田
村
澄
子
氏
よ
り
賛
助
金
壱

円
を
領
収
す

大
塚
氏
は
飯
田
町
鈴
木
梅
吉
氏
及
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
氏
を
訪
問
し
て
午
后
六

時
帰
宅
セ
ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

廿
七
日

火
曜
日
雨
天
朝
來
降
雨
し
き
り
な
り
一
同
内
勤
に
盡
す
小
沢
俊
夫
殿
よ
り
物

品
寄
送
の
通
知
を
受
け
山
本
受
領
に
出
張
し
荷
車
を
借
り
て
積
み
帰
る
中
々

沢
山
の
寄
送
あ
り
た
り
仝
時
に
金
五
円
を
（
マ
マ
）寄
附
を
受
く

　
　
　
　
　

廿
八
日

水
曜
日
晴
天
炎
暑
な
り
大
塚
氏
は
榊
原
の
小
林
ラ
イ
オ
ン
を
問
ふ
て
慈
善
券

の
引
換
を
な
す
金
参
円
三
十
三
銭
五
厘
受
領
し
來
ら
る

山
本
事
務
員
は
四
谷
に
行
き
上
原
氏
よ
り
一
円
を
受
領
し
て
帰
る

來
訪
者
蜂
谷
芳
太
郎
氏
爾
来
本
院
の
事
務
員
た
る
人
神
田
区
駿
河
台
西
紅
柳

町
五
、
矢
野
房
代
方
に
宿
泊
セ
ら
る

　
　
　
　
　

廿
九
日

木
曜
日
晴
天
大
塚
氏
と
共
に
樺
山
家
及
清
浦
家
を
訪
ふ
不
在
な
り
用
務
不
弁

壱
円
の
賛
助
金
を
集
金
し
て
帰
る
外
に
壱
円
也
集
金

井
出
君
來
所
す

　
　
　
　
　

三
十
日

金
曜
日
本
部
よ
り
電
報
あ
り
博
覧
会
出
品
取
さ
げ
に
出
張
し
夫
れ
よ
り
賛
助

金
壱
円
を
得
て
午
后
二
時
帰
館
す
終
日
無
事

　
　
　
　
　

三
十
一
日

土
曜
日
本
日
は
決
算
日
以
て
山
本
は
終
日
在
宅
大
塚
氏
二
三
同
情
者
訪
問
せ

ら
る

芝
清
浦
奎
吾
殿
に
紹
介
方
依
頼
す

収
支
決
算
書
本
部
へ
送
附
す　

清
浦
殿
よ
り
承
諾
を
不（マ
マ
）得ず

本
月
の
決
算
拾
五
円
三
十
三
銭
不
足
額
を
告
ぐ

　
　
　
　
　

九
月
一
日

日
曜
日
休
務
大
塚
氏
浅
草
教
会
に
行
く
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岡山孤児院の東京運動
　
　
　
　
　

九
月
二
日

月
曜
日
午
前
八
時
よ
り
事
務
員
一
同
外
部
に
出
発
す
山
本
事
務
員
賛
助
金

（
月
掛
ノ
分
七
十
銭
）（
年
一
回
ノ
分
）
計
壱
円
七
十
銭
集
金
す
午
后
手
繰
の

整
理
を
な
す

大
塚
氏
午
前
は
麹
町
区
内
午
后
本
所
区
内
に
運
動
セ
ら
れ
賛
助
金
五
円
と
新

賛
助
員
壱
名
を
募
集
セ
ら
る
草
野
氏
よ
り
物
品
と
慈
善
券
三
十
枚
受
領
セ
ら

れ
た
り
北
海
道
石
垣
氏
宛
大
火
見
舞
状
を
出
す

　
　
　
　
　

九
月
三
日

火
曜
日
晴
天
午
前
八
時
半
よ
り
大
塚
山
本
外
出
各
方
面
に
向
ふ
山
本
小
石
川

及
巣
鴨
に
て
賛
助
金
四
円
を
集
金
し
來
る

元
本
院
事
務
員
た
り
し
村
田
君
來
所
セ
ら
れ
た
り

本
日
よ
り
朝
夕
冷
気
を
覚
ゆ
日
中
は
未
だ
中
々
に
暑
気
甚
し

　
　
　
　
　

九
月
四
日

水
曜
日
曇
天

山
本
事
務
員
麻
布
区
及
日
本
橋
へ
出
張
八
拾
銭
集
金
す
本
日
北
海
道
札
幌
宮

井
事
務
員
よ
り
札
幌
発
会
趣
旨
書
送
り
來
る
只
管
盛
会
な
ら
ん
事
を
祈
る
大

塚
氏
中
島
錦
五
郎
氏
の
賛
助
金
弐
円
を
受
領
セ
ら
る

　
　
　
　
　

九
月
五
日

木
曜
日
曇
晴
中
間
に
あ
り
時
々
雨
降
あ
り

大
塚
氏
は
飯
田
町
の
鈴
木
梅
吉
氏
を
問
ふ
て
來
る
十
日
來
る
べ
き
を
約
し
て

帰
ら
る

山
本
事
務
員
は
三
田
綱
町
森
山
氏
よ
り
賛
助
金
壱
円
を
領
収
す

其
他
記
す
べ
き
事
項
な
し

　
　
　
　
　

六
日

本
日
金
曜
日
晴
天
大
塚
氏
と
共
に
四
谷
牛
込
方
面
に
向
ふ
て
古
屋
平
松
永
井

梶
塚
船
橋
松
井
等
を
訪
問
し
て
賛
助
金
三
円
を
領
収
し
て
午
后
五
時
帰
宅
セ

り夜
ハ
大
塚
氏
と
共
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ス
ト
教
会
に
行
き
十
時
過
帰
宅
床
に
就

く
　
　
　
　
　

七
日

土
曜
日
晴
天
時
々
降
雨
あ
り
山
本
は
豊
多
摩
郡
千
駄
ヶ
谷
町
に
物
品
受
領
に

出
張
す
賛
助
金
一
円
集
金
外
ニ
廿
五
銭
月
掛
け
の
分
集
金
大
塚
氏
は
内
務
省
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に
出
頭
も
っ
ぱ
ら
勤
め
ら
れ
序
を
以
て
賛
助
金
一
円
を
集
金
セ
ら
る

入
江
氏
よ
り
電
報
あ
り
ハ
チ
タ
ニ
オ
ル
カ
ヘ
ン
マ
イ
リ
ヱ
と
、
即
チ
本
日
神

田
の
仝
氏
宿
所
を
問
ふ
て
在
否
を
問
ふ
て
後
返
電
セ
り
曰
く

ハ
チ
タ
ニ
ミ
ツ
カ
オ
カ
ヤ
マ
ヱ
タ
ツ
タ
」
右
の
如
く
返
電
す

本
部
よ
り
月
内
の
運
動
方
針
を
尋
ね
來
り
し
為
め
大
塚
氏
よ
り
萬
事
返
信
セ

ら
れ
た
り

　
　
　
　
　

八
日

日
曜
日
な
り
一
同
休
務
す
大
塚
氏
は
下
谷
七
軒
町
の
教
会
に
説
教
セ
ら
る
大

雨
あ
り
外
出
す
こ
ぶ
る
困
難
な
り
横
濱
よ
り
山
田
治
三
郎
君
來
京
す
夜
の
列

車
に
て
帰
濱
セ
り

　
　
　
　
　

九
日

月
曜
日
夜
來
の
暴
風
雨
止
し
且
ツ
降
る
外
出
不
叶

　
　
　
　
　

拾
日

本
日
は
火
曜
日
な
り
大
塚
氏
と
共
に
麹
町
区
飯
田
町
鈴
木
梅
吉
氏
宅
に
行
き

基
本
金
参
拾
円
の
寄
附
を
受
く
午
后
山
本
芝
に
て
壱
円
也
賛
助
金
を
収
金
す

大
塚
氏
は
樺
山
家
に
行
か
る

日
高
善
市
氏
下
河
原
友
吉
氏
の
移
轉
を
本
部
に
報
告
す

　
　
　
　
　

拾
一
日

本
日
は
水
曜
日
終
日
曇
天
大
塚
氏
は
樺
山
家
を
訪
ふ
て
本
日
小
石
川
及
本
郷

大
学
に
行
き
午
后
一
時
帰
所
夫
れ
よ
り
午
食
を
濟
し
て
後
郡
部
代
々
木
村
に

出
張
す

賛
助
金
壱
円
九
拾
銭
集
金
す

来
客
二
名
大
塚
氏
の
友
人
に
て
朝
比
奈
氏
父
子
宿
泊
セ
ら
れ
た
り

本
部
よ
り
新
報
到
着
セ
り

　
　
　
　
　

拾
二
日

木
曜
日
大
塚
氏
の
友
人
朝
比
奈
氏
父
子
今
朝
横
濱
に
出
発
セ
ら
る
大
塚
氏
は

芝
髙
輪
方
面
に
行
か
れ
山
本
は
下
谷
に
向
ふ
二
三
氏
を
訪
ふ
て
午
后
六
時
帰

宅
セ
り

本
日
下
谷
入
谷
町
五
十
五
近
喰
療
院
主
來
訪
し
て
孤
児
救
濟
を
依
頼
セ
ら
る

一
周
日
以
内
に
返
事
す
べ
き
様
申
置
き
た
り

　
　
　
　
　

拾
三
日

本
日
金
曜
日
北
海
道
よ
り
電
報
あ
り
小
太
鼓
の
バ
チ
二
本
十
字
堂
よ
り
買
入

れ
室
蘭
庵
原
文
太
郎
氏
宛
発
送
セ
り

土
居
君
よ
り
手
紙
あ
り
幻
燈
画
五
枚
を
吉
沢
商
店
に
注
文
す
十
五
日
出
來
シ
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岡山孤児院の東京運動

筈賛
助
金
集
金
弐
円
也

山
本
は
下
谷
入
谷
町
□（地
名
）

□
□
□
□
と
云
へ
る
内
を
問
ふ
て
生
活
模
様
を
調
セ

し
處
救
濟
之
必
要
を
認
め
ず
午
后
六
時
帰
所
す

大
塚
氏
は
午
前
中
芝
方
面
に
行
か
れ
松
方
伯
及
吉
村
鉄
之
介
氏
を
訪
問
セ
ら

れ
夫
れ
よ
り
二
本
榎
の
田
島
氏
及
ウ
ヱ
ス
ト
氏
を
訪
問
セ
ら
れ
た
り
午
后
は

京
橋
の
萬
木
氏
を
訪
問
し
て
賛
助
金
を
領
収
セ
ら
れ
た
り

本
日
は
晴
天
な
り
大
ニ
冷
気
を
増
す

　
　
　
　
　

拾
四
日

本
日
は
土
曜
日
な
り
大
塚
氏
と
共
に
芝
に
出
張
し
（
ウ
ヱ
ス
ト
）
氏
宅
よ
り

写
眞
ブ
ッ
ク
を
受
け
て
夫
れ
よ
り
浜
口
氏
宅
に
石
井
政
太
郎
氏
を
問
ひ
夫
れ

よ
り
内
田
家
に
立
寄
り
慶
應
の
中
村
千
之
介
氏
を
尋
ね
松
方
夫
人
の
基
金
拂

込
を
請
求
し
夫
れ
よ
り
芝
西
應
寺
町
の
吉
村
鉄
之
介
殿
よ
り
弐
拾
五
円
を
行

て
帰
宅
し
午
后
は
四
谷
に
て
賛
助
金
壱
円
を
領
収
し
二
葉
幼
稚
園
を
訪
ふ
て

午
后
五
時
半
帰
宅
夜
大
塚
氏
は
酒
禁
会
の
演
説
会
に
行
か
れ
た
り
其
他
記
す

べ
き
事
な
し

　
　
　
　
　

拾
五
日

本
日
晴
天
な
り
大
塚
氏
麻
布
教
会
に
朝
の
禮
拝
説
教
を
セ
ら
れ
た
り
山
本
は

番
町
教
会
に
列
す
幻
燈
画
五
枚
室
蘭
庵
原
氏
宛
発
送
セ
り

　
　
　
　
　

拾
六
日

本
日
月
曜
日
晴
天
朝
來
両
名
に
て
本
所
寺
島
町
に
谷
岡
氏
及
浅
田
氏
を
訪
ふ

水
害
後
に
て
賛
助
金
を
領
す
る
を
得
ず
し
て
引
上
げ
本
郷
に
て
賛
助
金
廿
銭

を
領
収
し
尚
二
三
の
賛
助
員
を
訪
問
す
午
后
四
時
山
本
帰
宅
深
川
佐
賀
町
窪

田
弥
兵
ヱ
殿
よ
り
端
書
あ
り
寄
附
の
通
知
な
り
し
故
山
本
事
務
員
直
に
出
張

し
金
五
拾
円
を
受
領
す
紀
念
と
し
て
写
眞
画
帳
壱
冊
を
進
呈
し
て
帰
る

北
海
道
土
居
君
宛
衣
類
発
送
す

　
　
　
　
　

拾
七
日

本
日
火
曜
日
雨
天
入
江
氏
よ
り
端
書
あ
り
し
為
め
樺
山
家
へ
出
頭
奥
令
夫
人

に
面
會
し
慈
善
会
之
事
を
聞
き
取
り
て
帰
り
直
に
入
江
氏
へ
返
事
セ
り
午
后

山
本
日
本
橋
小
舟
町
第
三
銀
行
内
渡
邊
捨
三
殿
及
安
原
正
一
殿
よ
り
古
筆

五
百
本
を
受
た
り
外
に
臨
時
寄
附
金
壱
円
を
得
て
帰
宅
す

大
塚
兄
と
共
に
慈
善
会
開
会
の
事
を
相
談
す

本
日
麹
町
銀
行
に
金
五
拾
円
也
當
座
預
け
を
な
す

本
部
古
村
氏
よ
り
端
書
あ
り
東
北
送
還
児
五
名
東
京
事
務
所
へ
送
り
來
る
事

を
報
ず
引
率
出
発
順
備
を
な
す

　
　
　
　
　

拾
八
日

本
日
は
朝
來
大
雨
の
為
め
午
前
中
止
り
午
后
雨
を
お
か
し
て
荒
川
氏
令
妹
の
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葬
式
に
列
す
午
后
四
時
帰
宅
す
本
部
小
野
田
鐵
也
氏
夫
人
よ
り
電
報
あ
り

「
ア
ス
ア
サ
五
ジ
ツ
ク
タ
ノ
ム
」
と

　
　
　
　
　

拾
九
日

本
日
木
曜
日
午
前
七
時
送
還
児
六
名
新
橋
に
到
着
す
小
野
田
令
夫
人
引
率
セ

ら
る
土
居
夫
人
山
本
出
向
ひ
を
な
す
銀
行
よ
り
旅
費
と
し
て
参
拾
円
を
引
出

す賛
助
金
壱
円
三
十
銭
を
領
収
す

児
童
一
日
滞
在
す

　
　
　
　
　

廿
日

本
日
金
曜
日
大
塚
氏
前
六
時
よ
り
児
童
五
名
引
率
し
て
宮
城
福
島
に
出
張
す

小
野
田
令
夫
人
と
共
に
見
送
る

午
后
は
山
本
事
務
員
は
日
本
橋
小
舟
町
安
田
銀
行
に
出
張
夫
れ
よ
り
青
年
会

館
に
露
無
氏
の
壱
円
を
支
拂
ひ
引
返
し
て
四
谷
の
黒
沢
慎
介
及
江
口
氏
を
訪

問
す
後
日
届
く
る
と
の
由
申
居
り
た
り
帰
り
て
庭
掃
除
を
な
す

東
北
児
童
帰
国
に
就
き
電
報
弐
回
打
電
す

　
　
　
　
　

廿
一
日

土
曜
雨
天
な
り
朝
小
野
田
令
夫
人
を
案
内
し
て
芝
区
白
金
台
町
の
石
川
政
則

氏
の
宅
を
問
ふ
其
處
に
て
別
れ
て
小
生
は
今
里
町
の
明
治
学
院
に
行
き
石
本

貫
一
氏
に
面
会
す
夫
れ
よ
り
田
島
氏
を
訪
ふ
不
在
の
為
め
髙
輪
に
出
で
二
三

賛
助
員
を
訪
問
し
て
帰
宅
セ
り
午
后
四
時
過
ぎ
な
り
し

庵
原
文
太
郎
氏
よ
り
は
が
き
に
て
幻
燈
画
の
受
取
り
來
る

　
　
　
　
　

廿
二
日

日
曜
日
雨
天
な
り
休
務
す

今
朝
大
に
地
震
ふ

　
　
　
　
　

廿
三
日

本
日
は
月
曜
日
晴
天
山
本
事
務
員
芝
に
出
張
賛
助
金
弐
円
五
十
銭
収
金
す

大
塚
氏
東
北
よ
り
帰
京
せ
ら
れ
た
り
北
海
道
よ
り
電
報
來
る
不
明
な
れ
ば
打

返
し
打
電
し
て
問
ひ
合
す
返
電
不
來

越
後
柏
㟢
よ
り
來
電
あ
り
ア
ス
ゴ
ヂ
ウ
ヱ
ノ
ヱ
ツ
ク
ア
ベ

　
　
　
　
　

廿
四
日

本
日
火
曜
日
秋
季
皇
霊
祭
（
曇
天
）

本
日
は
山
本
は
千
駄
ヶ
谷
に
町
田
賛
助
員
を
訪
問
す
大
塚
氏
は
芝
方
面
に
運

動
セ
ら
れ
た
り

今
朝
越
後
柏
嵜
よ
り
□
□
老
人
來
着
す
正
午
頃
北
海
道
よ
り
湯
川
夫
人
□
□

小
児
を
引
連
れ
來
着
す
□
□
老
人
小
供
と
共
に
宿
泊
す

北
海
道
よ
り
電
報
あ
り
コ
ル
ネ
ッ
ト
及
ラ
イ
ム
、
火
口
を
小
包
に
て
送
附
す
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仝
時
に
通
信
す

本
日
電
報
二
回
來
着
昨
日
の
返
電
な
り
し

　
　
　
　
　

廿
五
日

賛
助
金
壱
円
三
十
銭
収
金
雨
天
の
為
め
午
前
中
在
宅
午
后
大
塚
氏
は
二
三
訪

問
せ
ら
れ
山
本
は
芝
に
向
ふ

　
　
　
　
　

廿
六
日

本
日
は
曇
天
な
り
午
前
日
本
橋
に
出
張
し
賛
助
金
収
金
壱
円
な
り

大
塚
氏
は
門
野
氏
及
松
方
氏
へ
電
話
し
交
渉
を
セ
ら
る

宮
井
氏
（
青
森
）
よ
り
は
が
き
來
る
仝
氏
宿
所
青
森
市
和
島
支
店
内

　
　
　
　
　

廿
七
日

本
日
金
曜
晴
天
朝
九
時
よ
り
小
野
田
夫
人
大
塚
氏
土
井
夫
人
の
（
マ
マ
）及
山
本
の

四
氏
東
京
市
養
育
院
を
参
觀
し
正
午
十
二
時
出
立
小
野
田
夫
人
土
井
夫
人
と

別
れ
て
大
塚
氏
と
共
に
牛
込
鶴
巻
町
の
大
隈
氏
を
問
ふ
て
寄
附
金
拾
圓
を
得

て
帰
路
池
田
氏
及
村
松
氏
米
倉
氏
を
問
ふ
て
帰
宅
す

午
后
五
時
な
り
夜
は
一
同
番
町
教
会
に
祈
祷
会
に
列
す
大
塚
氏
小
野
田
氏
山

本
三
氏
在
宅
四
方
八
山
の
話
に
時
を
移
し
一
同
十
時
半
床
に
附
ス

　
　
　
　
　

廿
八
日

本
日
土
曜
日
な
り
（
晴
天
）

大
塚
氏
神
田
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
氏
よ
り
五
圓
の
寄
附
を
得
ら
る

山
本
は
四
谷
よ
り
神
田
に
回
り
て
賛
助
金
壱
円
を
領
収
す

大
塚
氏
本
所
に
出
張
慈
善
会
開
会
乃
順
備
を
兼
ら
る

本
部
よ
り
通
信
あ
り
満
国
増
援
隊
の
出
発
を
報
す

本
夕
大
塚
氏
は
小
石
川
柳
町
の
浸
霊
教
会
に
禁
煙
演
説
を
な
す
山
本
も
同
伴

す
　
　
　
　
　

廿
九
日

本
日
は
日
曜
日
な
り
一
同
休
務
す

　
　
　
　
　

三
十
日

本
日
月
曜
日
（
晴
天
）
山
本
は
芝
金
里
町
に
行
く
田
嶋
氏
及
石
本
氏
を
問
ふ

て
不
在
な
り
夫
れ
よ
り
帰
路
内
田
氏
に
立
寄
る
又
不
在
な
り
午
后
下
六
番
町

に
行
く

大
塚
氏
は
国
民
社
に
徳
冨
先
生
を
問
ふ
て
開
会
の
事
及
他
方
面
紹
介
方
を
依

頼
セ
ら
る

本
日
事
務
所
収
支
決
算
書
を
造
る
五
拾
弐
円
三
十
八
銭
五
厘
を
本
部
に
送
金

す
る
様
な
り
た
る
為
め
幸
便
小
野
田
夫
人
に
た
く
す
事
と
な
す
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本
日
下
女
の
件
に
就
き
千
駄
ヶ
谷
七
四
四
髙
橋
和
足
氏
よ
り
紹
介
あ
り
た
る

為
め
返
信
す

日
正
信
亮
氏
よ
り
物
品
寄
附
の
約
束
を
受
く
明
日
受
領
せ
ん
と
約
す

　
　
　
　
　

拾
月
壹
日

本
日
は
火
曜
日
な
り
（
朝
來
晴
天
）

本
日
は
正
田
老
母
よ
り
小
供
着
袖
な
し
拾
参
点
及
小
供
着
壱
枚
の
寄
附
を
受

く八
王
子
片
倉
組
繰
返
部
山
田
勝
蔵
氏
よ
り
（
ラ
イ
オ
ン
慈
善
券
参
百
五
拾
枚

の
寄
贈
を
受
く

本
日
は
本
部
に
送
る
べ
き
寄
附
物
品
荷
造
を
な
す
五
行
李
を
造
る

午
后
大
塚
氏
山
本
両
氏
に
て
本
所
伊
勢
平
楼
に
出
張
座
敷
の
借
入
れ
を
定
む

　
　
　
　
　

弐
日

本
日
水
曜
日
（
晴
天
）

來
訪
綱
島
牧
師
夫
人

孤
児
引
受
の
件　

日
本
橋
新（右
脱
カ
）

衛
門
町
十
一
渋
谷
弥
助
氏
の
夫
人
來
院
セ
ら
る

本
日
は
大
塚
氏
と
共
に
樺
山
夫
人
を
問
ふ
て
紹
介
状
を
貰
ふ
序
を
以
て
山
脇

房
子
女
史
へ
電
話
を
以
て
在
否
を
問
ふ
午
后
三
時
よ
り
四
時
の
間
に
在
宅
の

由
を
聞
く
大
塚
氏
其
刻
夫
人
に
出
張
セ
ら
れ
萬
事
よ
き
に
運
ば
れ
た
り
山
本

は
牛
込
小
石
川
に
出
張
し
賛
助
金
六
十
銭
を
受
く

大
塚
氏
仝
朝
門
野
駿
子
氏
を
訪
ふ
て
金
弐
拾
圓
の
寄
附
を
受
く

本
日
の
事
務
上
記
す
べ
き
事
は
別
に
無
之
候

土
居
氏
よ
り
來
状
北
海
道
運
動
の
好
況
を
報
じ
來
る

　
　
　
　
　

参
日

本
日
木
曜
日
（
雨
天
）

本
部
よ
り
通
信
來
る
神
田
末
廣
町
十
七
山
口
秀
光
氏
よ
り
弟
子
之
雇
入
の
件

申
シ
來
る
返
信
す

本
日
四
拾
五
銭
賛
助
金
収
金
す

本
夕
平
豊
彦
氏
よ
り
慈
善
興
業
の
件
申
込
あ
り
返
事
は
明
日
に
定
む
る
事
と

セ
り

　
　
　
　
　

四
日

本
日
金
曜
日
（
晴
天
）

朝
來
大
塚
氏
と
共
に
芝
に
行
き
四
国
町
の
戸
板
せ
き
氏
よ
り
弐
円
五
十
銭
を

収
入
し
夫
れ
よ
り
松
方
氏
宅
に
て
五
拾
圓
を
基
本
金
と
し
て
受
け
猶
轉
じ
て

慶
應
校
内
中
村
氏
及
潮
田
氏
よ
り
物
品
を
受
領
し
て
十
二
時
過
く
る
事
三
十
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分
に
し
て
帰
所
午
后
は
物
品
荷
造
に
て
お
わ
り
た
り

平
氏
へ
返
信
セ
ず

　
　
　
　
　

五
日

土
曜
日
（
曇
天
）

賛
助
金
弐
円
拾
銭
収
金
（
山
本
氏
）
栗
塚
省
吾
氏
夫
人
を
訪
問
し
夫
れ
よ
り

深
谷
氏
寿
屋
岩
蔵
を
訪
問
し
て
帰
處
す

六
日
（
日
曜
日
）

壱
同
休
務
す
樺
山
家
へ
細
川
家
の
紹
介
を
依
頼
す
夜
平
豊
彦
氏
よ
り
相
談
あ

り
た
れ
共
相
談
の
結
果
不
調
と
な
る

七
日
（
月
曜
日
）

賛
助
金
五
拾
銭
収
入
牛
込
米
倉
氏
を
問
ふ
移
轉
の
結
果
訪
問
し
意
不（マ
マ
）通ぜ
す

午
後
帰
宅
す

大
口
寄
附
物
品
を
新
橋
よ
り
本
院
に
宛
送
附
す

栗
塚
家
并
ニ
細
川
子
爵
夫
人
を
訪
問
す
又
野
間
氏
を
も
訪
問
す

八
日
（
火
曜
日
）

樺
山
伯
清
浦
子
岡
部
子
へ
宛
依
頼
状
を
差
出
す

午
后
大
塚
氏
は
浅
草
に
慈
善
会
に
係
す
る
役
員
の
撰
定
に
従
事
セ
ら
れ
清
本

及
活
動
写
眞
の
方
を
定
め
て
夜
に
入
り
帰
宅
セ
ら
る
山
本
は
芝
髙
輪
に
石
本

氏
を
訪
ふ
不
在
の
為
め
面
会
を
不（マ
マ
）得ず
外
に
三
十
銭
月
掛
ノ
賛
助
金
を
収
入

し
て
帰
宅
す

本
日
午
后
三
時
三
十
分
下
ノ
関
直
行
列
車
に
て
小
野
田
令
夫
人
帰
岡
セ
ら
れ

た
り

電
報
を
以
て
北
海
道
別
動
隊
に
フ
イ
ル
ム
を
求
む
返
信
不
來

九
日
（
水
曜
日
）
大
雨
降
り
續
き
終
日
引
籠
り
候
本
日
は
慈
善
会
発
起
者
の

承
諾
を
得
る
為
め
各
手
紙
を
発
送
す
夫
れ
よ
り
通
券
等
の
下
調
べ
を
な
し
一

日
を
終
る

拾
日
（
木
曜
日
）
晴
天

本
日
は
大
塚
氏
慈
善
会
の
件
に
就
き
浅
草
及
神
田
本
所
各
所
の
賛
成
者
を
訪

問
し
て
各
件
を
確
定
セ
ら
る
山
本
は
終
日
宅
に
て
通
券
の
調
べ
を
な
し
北
海

よ
り
の
注
文
に
よ
り
ラ
イ
ム
を
青
森
宮
井
氏
へ
送
り
火
口
を
北
海
土
井
君
へ
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発
送
す

浅
草
千
束
町
二
ノ
三
五
三
藤
岡
大
亮
氏
及
浅
草
区
北
本
仲
町
壱
小
森
久
弥
氏

宛
は
が
き
を
送
る

南
部
誠
人
及
岩
瀬
氏
は
発
起
人
不
承
知
の
旨
申
し
來
る

拾
壹
日
（
金
曜
日
）
山
本
一
日
休
務
ス
但
シ
大
掃
除
の
為
め

大
塚
本
所
の
栗
塚
氏
及
浅
草
の
藤
岡
小
森
氏
を
問
ふ
て
演
藝
の
事
を
定
め
ら

る本
日
綱
島
牧
師
の
手
を
通
し
て
岩
井
禎
三
氏
よ
り
本
院
の
為
め
と
て
金
参
拾

円
を
給
ふ
山
本
受
領
し
て
受
領
書
を
岩
井
氏
宅
へ
届
く

拾
月
拾
弐
日
（
土
曜
日
）
晴
天
な
り
し

本
日
は
町
内
大
掃
除
に
て
一
同
休
務
し
て
掃
除
に
罹
る
殆
度
終
日
些
事
に
罹

る拾
参
日
（
日
曜
日
）
雨
天
な
り

一
同
昨
日
の
労
を
慰
す
る
為
一
同
休
務
す
大
塚
氏
夜
は
浅
草
に
行
か
れ
拾
時

迄
教
会
に
て
説
教
を
な
し
帰
宅
セ
ら
れ
た
り

拾
四
日
（
月
曜
日
）
雨
天
な
り

中
山
一
信
君
の
葬
式
あ
り
各
室
の
障
子
張
替
を
な
す
大
に
清
し
為
に
障
子
紙

参
本
を
費
し
た
り

青
森
市
濱
町
和
島
旅
館
本
店
内
宮
井
岩
太
郎
氏
宛
マ
ン
ガ
ン
五
瓦
小
包
便
に

て
発
送
す

拾
五
日
（
火
曜
日
）
晴
天

本
日
は
午
后
よ
り
本
所
区
の
賛
助
員
を
訪
問
し
て
慈
善
会
の
発
起
者
た
る
の

承
諾
を
受
く
大
塚
氏
は
両
国
橋
北
に
山
本
は
南
に
向
ふ
て
進
行
セ
り

拾
六
日
（
水
曜
日
）
晴
天

本
日
は
大
塚
氏
野
間
氏
へ
行
き
寄
附
金
に
就
て
談
ゼ
ら
る
本
日
小
包
郵
便
に

て
衣
数
（
マ
マ
）洋
服
を
仙
台
市
郵
便
局
前
佐
藤
旅
館
内
入
江
大
九
郎
宛
発
送
セ
り

慈
善
会
の
通
券
を
調
べ
て
豫
定
す

拾
七
日
（
木
曜
日
）
晴
天

本
日
は
神
嘗
祭
な
り
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北
足
立
郡
蕨
町
□（地
名
）□□
□
□
□
□
方
□
□
□
□
氏
よ
り
小
児
救
濟
方
依
頼
し

來
る
仝
時
に
返
信
す
山
本
は
本
郷
の
内
田
看
護
婦
会
に
乙
羽
氏
を
訪
ふ
在　

矢
野
氏
志
田
氏
を
訪
問
し
て
正
午
過
ぎ
帰
宅
午
后
は
牛
込
東
大
久
保
百
人
町

に
中
村
氏
及
余
丁
町
の
小
坂
竹
子
氏
を
訪
ふ
て
賛
助
金
を
貰
ふ

拾
八
日
（
金
曜
日
）
晴
天

本
日
は
下
谷
区
上
根
岸
町
一
百
廿
木
田
月
子
氏
の
賛
助
金
五
拾
銭
を
領
収
し

物
品
寄
贈
を
受
く
（
但
シ
古
本
雑
誌
等
）

拾
九
日
（
土
曜
日
）

麻
布
我
善
坊
町
三
四
鈴
木
要
子
殿
よ
り
物
品
の
寄
附
あ
り
山
本
出
張
受
領
す

廿
日
（
日
曜
日
）
晴
天

山
本
氏
番
町
教
会
ニ
礼
拝
ニ
出
席
せ
ら
れ
午
后
は
揚
飛
ば
り
社
ニ
趣
か
る
大

塚
は
若
松
教
会
ニ
礼
拝
説
教
を
な
す

廿
一
日
（
月
曜
日
）
小
雨
あ
り

山
本
氏
ハ
慈
善
会
通
信
を
認
め
ら
る
大
塚
ハ
本
所
方
面
ニ
慈
善
会
発
起
者
を

訪
問
す
午
後
は
本
院
同
情
者
の
陞
爵
者
并
ニ
授
爵
者
ニ
向
け
祝
賀
状
を
呈
送

す
又
佐
竹
侯
爵
令
夫
人
逝
去
ニ
付
吊
詞
を
送
る

廿
二
日
（
火
曜
日
）

東
京
薩
摩
琵
琶
研
究
会
長
平
豊
彦
氏
よ
り
残
予
金
弐
拾
圓
寄
附
せ
ら
る

三
十
日

金
弐
拾
五
圓
也
大
塚
氏
の
運
動
に
よ
り
神
田
元
柳
町
見
番
よ
り
寄
附
あ
り
た

り外
ニ
参
円
廿
銭
慈
善
会
通
券
賣
上

開
会
順
備
に
て
多
忙
し

芝
区
愛
宕
下
町
金
水
堂
よ
り
雑
記
帳
六
百
冊
の
記
附
あ
り
た
り
山
本
出
張
受

領
セ
り

山
田
古
能
子
氏
よ
り
下
女
の
申
込
あ
り
小
石
川
よ
り
荏
原
郡
大
井
村
南
濱
川

一
八
九
〇
在
へ
移
轉
セ
り
と

三
十
一
日

本
日
慈
善
会
運
動

―39（46）―



仁
松
令
夫
人
よ
り
拾
七
円
弐
拾
銭
受
領

二
宮
氏
の
賛
助
金
壱
円
也
受
領

本
所
千
歳
町
の
川
嵜
家
よ
り
参
円
の
寄
附
申
込
を
受
く

十
一
月
壱
日

一
第
一
夜
の
開
会
を
本
所
中
村
樓
に
開
く
來
会
者
参
百
七
拾
弐
名

一 

会
塲
収
入　

弐
拾
六
圓
四
十
銭
外
に
髙
部
氏
取
次
六
円
と
富
藤
氏
よ
り
拾

圓
六
十
銭
を
収
入
す
大
盛
会
の
中
に
閉
会
セ
り

十
一
月
弐
日

一
第
二
夜
仝
所
に
開
会

　

 

來
会
者
四
百
拾
一
名
会
塲
収
入
弐
拾
七
圓
五
拾
銭　

四
円
也
浅
草
美
普
教

会
よ
り
寄
附
あ
り　

大
盛
会
に
閉
会
セ
り
四
竃
両
令
嬢
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

琴
の
合
奏
久
留
島
武
彦
先
生
の
お
と
ぎ
話
を
加
へ
ら
れ
た
り

　

孤
児
甲
府
よ
り
來
着
ス
（
□
□
□
□
）
山
田
美
弘
氏
引
連
れ

十
一
月
参
日

一 

本
日
は
草
野
氏
へ
琴
を
返
濟
し
夫
れ
よ
り
新
里
氏
へ
廻
り
金
拾
壱
円
五
銭

及
寄
附
金
参
円
を
得
た
り

　

大
塚
氏
は
浅
草
に
清
本
連
中
の
慰
労
会
に
出
席
セ
ら
れ
た
り

一
同
日
孤
児
（
□
□
□
□
）
山
田
美
弘
君
引
連
帰
岡
セ
り

十
一
月
五
日

土
居
夫
人
午
前
十
一
時
列
車
に
て
岡
山
に
帰
る

午
后
本
所
に
至
り
各
所
よ
り
寄
附
金
を
受
く
る
事
廿
六
圓
余
午
后
は
大
塚
氏

の
送
別
の
宴
を
開
く

六
日

午
前
大
塚
氏
帰
院
セ
ら
る
十
月
分
決
算
参
拾
壱
円
五
十
銭
を
大
塚
氏
に
托
す

本
日
の
寄
附
金
五
圓
を
得
本
日
よ
り
佐
々
井
辰
次
郎
氏
來
所
し
て
手
傳
わ
れ

た
り

七
日

本
日
も
仝
し
く
本
所
の
運
動
に
盡
す
参
圓
五
拾
銭
寄
附
を
受
く

救
世
軍
へ
拾
五
銭
寄
附
す

八
日
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岡山孤児院の東京運動

本
日
も
前
日
同
様
本
所
に
運
動
す
四
圓
廿
銭
の
寄
附
を
得
た
り

日
本
橋
通
り
旅
籠
町
浅
井
商
店
内
赤
誠
会
よ
り
金
五
円
賛
助
金
と
し
て
領
収

す本
日
は
新
賛
助
員
弐
名
な
り

九
日

本
日
は
前
日
同
様
本
所
区
に
運
動
す
寄
附
金
壱
圓
也
受
く

本
部
よ
り
は
か
き
あ
り　

日
本
橋
通
り
油
町
笠
井
新
造
氏
よ
り
壱
圓
を
中
村

樓
開
会
の
通
券
代
と
し
て
本
部
へ
直
接
送
り
た
る
旨
の
通
信
あ
り
た
り

拾
日

本
日
は
日
曜
日
に
て
小
石
川
の
大
竹
氏
赤
沼
氏
を
訪
ふ
て
賛
助
員
の
賛
同
を

得
ん
と
す
不
在
な
り
む
な
し
く
帰
宅
す
夜
に
入
り
て
芝
の
小
田
易
院
に
雑
記

帳
の
残
り
弐
百
部
を
受
領
セ
り

拾
一
日
月
曜
日
（
晴
天
）

本
日
は
本
所
松
井
町
に
出
張
し
寄
附
金
弐
圓
を
受
く
帰
途
小
石
川
の
大
竹
赤

沼
両
氏
を
訪
問
し
て
不
在
な
り
賛
助
金
九
十
銭
を
受
領
し
て
帰
宅
午
后
五
時

な
り
し

○
今
井
信
蔵
氏
孤
児
引
連
れ
の
通
知
あ
り

入
江
氏
よ
り
金
子
受
領
の
報
あ
り
た
り

孤
児
□
□
□
□
五
才
今
朝
來
所
シ
引
取
る

拾
二
日

本
日
は
山
本
引
越
し
に
就
き
一
日
内
事
務
を
取
り
雑
記
帳
を
本
部
に
送
る
様

荷
造
り
を
な
す

賛
助
員
六
名
（
月
掛
け
の
分
）
出
來

北
海
道
釧
路
町
北
東
新
報
社
長
西
島
勝
氏
來
訪
あ
り
活
版
職
工
入
手
の
向
き

申
込
み
あ
り
た
り

拾
参
日

本
日
寄
附
金
壱
円
を
受
け
賛
助
金
壱
円
参
拾
銭
を
領
収
す

佐
々
井
君
へ
手
紙
を
送
る

拾
四
日

本
日
賛
助
員
壱
名
を
得
る
賛
助
員
池
田
次
郎
吉
氏
よ
り
賛
助
金
支
拂
の
通
知

あ
り
た
り

拾
五
日
（
金
曜
日
）
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賛
金
壱
円
を
領
収
す

京
橋
月
島
に
同
情
者
を
求
む
不
在
の
為
め
不
逢
夫
れ
よ
り
芝
巴
町
に
小
學
校

教
師
金
子
八
重
子
氏
を
問
ふ
轉
住
先
不
明
空
し
夫
れ
よ
り
牛
込
髙
田
に
賛
助

金
を
領
収
し
引
返
し
て
小
石
川
へ
廻
り
本
郷
元
町
の
大
竹
姉
を
問
ふ
後
日
申

込
む
の
約
束
を
な
し
て
帰
る

拾
六
日
（
土
曜
日
）

賛
助
金
弐
十
五
銭
餘
領
収
セ
り
牛
込
小
石
川
を
午
前
中
に
訪
問
し
午
后
青
山

方
面
に
出
張
二
三
を
訪
問
す
午
后
四
時
頃
帰
宅
セ
り

土
居
君
の
小
包
を
発
送
セ
り

シ
ャ
ツ
袴
下
等
火
口
弐
個
を
送
附
セ
り

拾
七
日
（
日
曜
日
）
休
務
ス

拾
八
日
（
月
曜
日
）
本
所
誉
野
氏
よ
り
切
符
代
弐
圓
也
領
収
セ
り
仝
時
に
物

品
受
領
し
て
帰
る
神
田
今
川
小
路
二
丁
目
十
六
濱
中
仁
三
郎
氏
よ
り
慈
善
興

行
の
承
諾
を
申
込
む
午
后
承
諾
書
を
送
る

拾
九
日

本
日
は
神
田
大
工
町
富
藤
氏
よ
り
賛
助
金
廿
銭
を
受
け
夫
れ
よ
り
大
学
病
院

に
賛
助
金
廿
銭
を
受
け
夫
れ
よ
り
大
井
乙
羽
氏
を
訪
問
し
て
不
在
の
為
め
空

し
く
帰
る
午
后
五
時
な
り
し

井
出
氏
母
堂
及
令
妹
の
両
氏
來
所
セ
り

本
日
岩
佐
徳
子
殿
逝
去
セ
ら
れ
し
に
就
き
悔
状
を
其
家
令
御
中
へ
送
る

廿
日

本
日
は
降
雨
の
為
め
引
籠
り
内
事
務
を
取
る
午
后
牛
込
の
賛
助
員
を
訪
ふ
不

在
不
逢
し
て
帰
る

廿
一
日
（
木
曜
日
）

賛
助
金
五
拾
銭
也
京
橋
八
丁
堀
に
集
金
す
本
所
松
井
町
の
石
井
氏
を
訪
ふ
断

り
を
受
く
帰
途
髙
橋
岩
次
郎
氏
を
大
橋
教
会
に
問
ふ
不
在
な
り
し

廿
二
日
（
金
曜
日
）

賛
助
金
壱
円
五
拾
銭
を
集
金
す

岩
佐
徳
子
氏
の
葬
式
ニ
列
ス
夫
れ
よ
り
新
橋
駅
に
回
り
孤
児
発
送
を
聞
合
せ

月
島
に
辻
田
邦
太
郎
君
を
訪
問
す
午
后
五
時
帰
宅
セ
り

廿
三
日　

賛
助
金
重
複
領
収
に
就
き
壱
圓
を
内
海
安
太
郎
氏
へ
支
拂
ひ
戻
し

た
り

友
人
を
二
度
目
月
島
に
問
ふ
て
賛
助
員
を
成
ら
れ
ん
こ
と
を
勸
誘
す

夜
は
濱
中
氏
の
催
し
に
掛
る
慈
善
興
業
を
見
物
す
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岡山孤児院の東京運動

廿
四
日

日
曜
日
に
て
休
務
す
本
日
は
出
身
の
東
京
在
住
者
の
親
睦
会
あ
り
た
り

廿
五
日

本
日
は
決
算
及
本
部
へ
の
通
知
を
な
す
北
海
道
利
別
村
字
イ
ン
マ
ヌ
ヱ
ル
鈴

木
善
四
郎
氏
よ
り
孤
児
二
名
救
濟
方
を
依
頼
し
來
る
直
に
本
部
へ
向
け
其
旨

を
通
ず

廿
六
日

賛
助
員
村
松
君
來
訪
賛
助
金
廿
銭
及
寄
附
金
廿
銭
領
収
す

山
本
事
務
員
横
濱
に
出
張
す
午
后
五
時
帰
京
セ
り

北
海
利
別
の
鈴
木
善
四
郎
氏
よ
り
リ
ン
コ
ル
ン
傳
壱
冊
を
寄
附
セ
ら
る

廿
七
日

本
日
は
四
谷
の
上
原
特
務
を
訪
問
不
在
夫
れ
よ
り
庄
司
泰
氏
を
尋
ね
移
轉
先

不
明
空
し
く
引
返
す
午
后
は
賛
助
員
を
本
所
に
訪
ふ
午
后
五
時
帰
宅
セ
り
土

居
君
よ
り
は
が
き
あ
り
（
ラ
イ
ム
壱
鑵
を
仙
台
に
送
れ
と
）

廿
八
日

本
日
は
孤
児
□
□
□
□
発
送
し
為
め
新
橋
に
出
張
し
て
其
手
續
を
了
し
正
に

発
送
セ
ン
と
す
る
と
き
孤
児
泣
ひ
て
立
た
ず
止
な
く
引
返
し
明
日
発
送
の
事

に
取
り
極
む

孤
児
の
受
け
し
寄
附
五
十
銭
程
あ
り
た
り
些
分
孤
児
所
持
セ
り

四
谷
及
神
田
に
出
張
す
濱
中
氏
よ
り
拾
五
圓
也
寄
附
あ
り
た
り

廿
九
日
（
金
曜
日
）
雨
天

本
日
孤
児
□
□
□
□
を
新
橋
駅
よ
り
岡
山
に
向
け
発
送
す
直
に
本
部
へ
打
電

す即
チ
（
三
ジ
ハ
ン
コ
ジ
タ
ツ
タ
シ
ラ
ス
）
右
之
通
り

孤
児
途
中
安
全
な
ら
ん
事
を
祈
る
事
節
な
り

孤
児
の
旅
費
弐
圓
五
十
一
銭
也
し
（
但
し
半
額
に
て
急
行
券
共
な
り
右
後
日

の
為
め
記
す

三
十
日
（
土
曜
日
）
晴
天

本
日
午
前
中
は
十
一
月
分
決
算
書
を
造
る
午
后
は
神
田
ニ
二
宮
氏
の
賛
助
金

を
領
収
し
夫
れ
よ
り
牛
込
に
巡
回
し
て
拂
方
町
九
番
地
に
行
き
物
品
壱
行
李

程
を
山
口
貞
子
氏
よ
り
受
領
し
て
午
後
四
時
帰
宅
す
本
部
へ
の
報
告
を
な
し

て
其
日
の
事
務
を
お
わ
る

静
岡
縣
富
士
郡
島
田
村
字
青
島
弐
番
地
牛
乳
搾
取
所
三
鱗
舎
山
本
久
太
郎
氏

よ
り
徒
弟
二
名
程
入
用
の
向
き
申
し
來
る
本
部
へ
返
信
方
を
依
頼
す
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拾
弐
月
壱
日

本
日
日
曜
日
休
務
（
晴
天
）
寒
冷

土
井
君
ヘ
冬
服
壱
着
及
ラ
イ
ム
壱
鑵
を
送
る

芝
区
白
金
三
光
町
五
百
拾
九
山
路
方
矢
野
茂
見
殿
よ
り
弐
圓
を
受
く
但
し
髙

輪
慈
善
会
の
通
券
代
と
し
て
収
入

貮
日

本
日
は
月
曜
日
（
牛
込
及
赤
坂
に
賛
助
金
を
集
金
す
廿
五
銭
也
受
領
セ
り
赤

坂
髙
樹
町
の
大
導
寺
氏
宅
を
訪
ふ
不
明
の
為
め
内
村
氏
を
訪
ふ
て
尋
ね
た
れ

共
不
明
な
り

本
日
銀
行
為
替
を
以
て
四
拾
六
圓
廿
七
銭
五
厘
を
送
金
す

銀
行
預
け
金
参
拾
参
圓
六
拾
四
銭
也
と
す

河
本
亀
之
介
氏
糀
町
上
六
番
地
ニ
移
轉
の
通
知
あ
り

参
日
（
火
曜
日
）
曇
り
雪
模
様
な
り
し

深
川
栄
昌
院
殿
よ
り
拾
五
圓
の
寄
附
あ
り
た
り
賛
助
金
参
圓
拾
銭
受
領
セ
り

青
山
髙
樹
町
十
四
志
賀
イ
チ
子
殿
よ
り
仝
所
へ
糀
町
元
園
町
よ
り
移
轉
の
報

知
あ
り
た
り
物
品
古
筆
の
寄
附
を
受
く

四
日
（
水
曜
日
）
晴　

寒
天
な
り
し

本
日
は
賛
助
金
集
す
る
事
壱
圓
五
拾
銭
新
賛
助
員
壱
名
造
る

本
日
は
豫
て
約
束
あ
る
寺
尾
き
く
氏
を
天
文
台
官
舎
に
問
ふ
病
気
と
云
ふ
て

不
合
空
し
く
帰
る

佐
々
木
一
男
君
府
下
大
久
保
村
西
大
久
保
二
〇
四
番
地
佐
藤
方
よ
り
來
訪
セ

ら
る

美
幸
坂
町
二
七
古
藤
ユ
キ
子
殿
よ
り
ラ
イ
オ
ン
慈
善
券
四
拾
弐
枚
寄
附
を
受

く五
日
（
木
曜
日
）
晴
天

本
日
芝
区
愛
宕
下
町
一
ノ
三
林
博
太
郎
氏
よ
り
故
正
二
位
勲
二
等
伯
爵
林
友

幸
殿
の
遺
志
に
よ
り
弐
百
円
を
寄
附
セ
ら
る
直
に
銀
行
為
替
を
以
て
本
部
宛

送
金
セ
り

京
橋
築
地
左
河
氏
よ
り
七
圓
の
賛
助
金
を
領
収
す
外
ニ
神
田
堅
大
工
町
富
藤

金
太
郎
氏
よ
り
十
銭
を
領
収
す

日
本
橋
下
槇
町
安
斎
と
み
子
氏
よ
り
物
品
を
受
領
し
て
帰
る

六
日
（
金
曜
日
）
晴
天

午
前
中
は
矢
野
氏
及
寺
尾
氏
宛
の
書
面
弐
通
を
認
む
午
后
牛
込
弁
天
町
ニ
賛

助
金
五
十
銭
を
収
入
す
夫
れ
よ
り
本
郷
弓
町
ニ
大
竹
姉
を
訪
ふ
不
在
の
為
不

逢
し
て
帰
る
午
后
四
時
半
井
口
君
の
宅
に
分
娩
の
喜
あ
ら
ん
と
す
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岡山孤児院の東京運動

七
日
（
土
曜
日
）
晴
天

午
后
七
時
三
十
五
分
上
野
発
列
車
に
て
仙
台
應
援
の
為
め
出
張
す

來
訪
者
賛
助
員
湯
川
正
巳
殿
及
湯
川

八
日
（
日
曜
日
）
不
在

九
日
（
月
曜
日
）
不
在

拾
日
（
火
曜
日
）
不
在

拾
一
日
（
水
曜
日
）
不
在

拾
二
日
（
木
曜
日
）
午
后
九
時
仙
台
よ
り
帰
京

拾
三
日
髙
原
君
帰
院
セ
り

拾
四
日
（
土
曜
日
）

賛
助
金
拾
参
円
也
領
収
セ
り
本
郷
日
本
橋
よ
り
大
森
新
井
宿
に
行
き
午
后
六

時
帰
宅
す

拾
五
日
（
日
曜
日
）
休
務
す

拾
六
日　

山
本
頭
痛
症
に
て
半
日
休
務
す
午
后
四
ツ
谷
に
賛
助
員
を
訪
問
す

寺
尾
き
く
氏
へ
手
紙
を
以
て
返
信
を
乞
ふ

十
七
日
（
火
曜
日
）
晴
天

本
日
は
日
本
橋
浜
町
よ
り
深
川
木
塲
町
に
行
き
夫
れ
よ
り
西
六
間
堀
に
出
で

夫
れ
よ
り
本
所
向
島
小
梅
町
（
不
在
）
須
嵜
町
を
訪
ふ
て
渡
し
に
て
浅
草
に

森
氏
を
訪
ふ
又
不
在
な
り
夫
れ
よ
り
下
谷
上
根
岸
に
木
田
月
子
氏
を
訪
ふ
て

午
后
四
時
帰
宅
本
日
の
集
金
僅
に
四
拾
銭
夜
は
記
章
（
岡
山
孤
児
院
）
注
文

の
為
め
青
山
の
有
松
氏
を
訪
ふ
て
午
后
十
時
帰
宅
す

本
日
寺
尾
氏
へ
再
度
の
手
紙
を
出
し
請
求
す

拾
八
日
（
水
曜
日
）
晴
天

來
訪
者
多
田
静
夫
（
麹
町
上
二
番
町
）

本
日
は
小
石
川
賛
助
員
（
月
掛
の
分
）
訪
問
不
在
の
為
め
集
金
出
來
ず
し
て

帰
る

佐
久
間
宛
帽
章
参
個
を
郵
送
す

拾
九
日
（
木
曜
日
）
晴
天

代
々
木
村
に
髙
橋
和
足
氏
を
訪
ふ
て
賛
助
金
を
受
け
ん
と
す
不
在
再
來
す
べ

き
様
き
く
夫
れ
よ
り
青
山
の
鈴
木
操
氏
を
訪
ふ
不
在
又
集
金
不
出
來
帰
宅
入

江
大
兄
仙
台
よ
り
帰
京
午
後
報
告
を
五
ツ
程
書
く
寺
尾
き
く
氏
よ
り
断
り
の

は
が
き
來
る
辻
内
太
吉
君
よ
り
來
信
あ
り
直
に
返
信
す

廿
日
（
金
曜
日
）
晴
天

午
前
中
東
北
慈
善
会
報
告
書
を
造
る
入
江
氏
の
依
頼
に
よ
り
午
后
は
報
告
書

を
造
り
て
本
部
佐
久
間
君
宛
送
附
す

―45（40）―



本
日
は
三
十
銭
の
寄
附
を
受
く

廿
一
日
（
土
曜
日
）
晴
天　

風

午
前
よ
り
入
江
氏
の
依
頼
に
よ
り
北
海
道
以
來
の
出
金
調
を
造
る
五
十
銭
の

寄
附
と
ラ
イ
オ
ン
券
七
十
三
枚
及
古
本
を
麻
布
箪
笥
町
宇
佐
美
き
よ
子
氏
よ

り
貰
ひ
う
く

佐
々
木
一
男
氏
よ
り
は
が
き
に
て
樂
隊
の
帰
京
を
問
ふ
返
事
す

廿
二
日
（
日
曜
日
）
晴
天

入
江
氏
東
北
々
海
巡
回
中
の
収
支
決
算
書
を
造
り
本
部
宛
送
達
セ
り

午
后
山
本
事
務
員
妻
男
子
分
娩
あ
り
し
た
め
出
勤
断
り
來
る

廿
四
日　

音
樂
隊
一
行
東
北
よ
り
帰
着
一
泊
の
上
帰
岡
セ
り

廿
六
日　

午
前
中
北
海
道
利
別
よ
り
□
□
兄
弟
來
京
午
后
三
時
の
列
車
に
て

直
に
本
部
へ
送
達
セ
り

廿
七
日

本
日
は
海
軍
省
よ
り
神
田
に
回
り
一
円
廿
銭
賛
助
金
を
収
金
し
て
帰
宅
セ
り

午
后
休
務
セ
ン
ト
セ
シ
も
都
合
に
て
四
谷
の
賛
助
員
を
訪
問
不
在
不
逢
し
て

午
后
四
時
帰
宅
セ
り
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